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I. 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園の基本情報 

 

１ 法人の概要 

 

（１） 事業内容 

１） 沖縄科学技術大学院大学を設置し、これを運営すること。 

２） 学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康に関する相談その他の援助

を行うこと。 

３） 学園以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その

他の学園以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

４） 沖縄科学技術大学院大学における研究の成果を普及し、及びその活用を

促進すること。 

５） 科学技術に関する研究集会の開催その他の研究者の交流を促進するため

の業務を行うこと。 

 

（２） 所在地 

メインキャンパス 沖縄県国頭郡恩納村字谷茶 1919-1 

シーサイドハウス 沖縄県国頭郡恩納村字恩納 7542 

 

（３） 教員及び職員の数（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

教員： 50 人  

職員（研究員含む）： 591 人  

 

（４） 沿革 

平成 23 年 11 月  学校法人沖縄科学技術大学院大学学園設立 

 

（５） 設立に係る根拠法 

沖縄科学技術大学院大学学園法（平成 21 年法律第 76 号） 

 

（６） 主管省庁名 

内閣府、文部科学省 
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（７） 組織図（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

法令ｾｸｼｮﾝ

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽｾｸｼｮﾝ

人材多様化ｾｸｼｮﾝ

監事

ﾗﾝｹﾞｰｼﾞｾｸｼｮﾝ

副学長 （財務担当） 会計ｾｸｼｮﾝ

調達ｾｸｼｮﾝ

副学長 （ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｲﾃｨﾌﾞ･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当） 政府機関関係ｾｸｼｮﾝ

施設運用ｾｸｼｮﾝ

施設管理ｾｸｼｮﾝ

副学長 (広報担当） ﾒﾃﾞｨｱｾｸｼｮﾝ

地域連携ｾｸｼｮﾝ

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ･ｾｸｼｮﾝ

ｻｲｴﾝｽ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｸﾙｰﾌﾟ

研究科長 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｻｰﾋﾞｽｾｸｼｮﾝ

学生支援ｾｸｼｮﾝ

教務運営ｻﾎﾟｰﾄｾｸｼｮﾝ

副学長 (施設管理担当) ｷｬﾝﾊﾟｽ建設ｾｸｼｮﾝ

沖縄の自立的発展担当首席副学長 首席副学長ｵﾌｨｽ

事業開発ｾｸｼｮﾝ

技術移転ｾｸｼｮﾝ

教員担当学監 教員

実験動物支援ｾｸｼｮﾝ

外部研究資金ｾｸｼｮﾝ

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ･ｻｰﾋﾞｽ･ｾｸｼｮﾝ

ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｾｸｼｮﾝ

ｱｸﾚﾃﾞｨﾃｰｼｮﾝｾｸｼｮﾝ

研究ユニット

ｵｰﾌﾟﾝ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｾﾝﾀｰ

海洋研究支援ｾｸｼｮﾝ

生物研究支援ｾｸｼｮﾝ

DNA ｼｰｹﾝｼﾝｸﾞ･ｾｸｼｮﾝ

ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ･ｾｸｼｮﾝ

物理研究支援ｾｸｼｮﾝ

人事 人事ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾｸｼｮﾝ

人材開発･ｻｰﾋﾞｽｾｸｼｮﾝ

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ

がんじゅうサービス

ﾌﾟﾛﾎﾞｰｽﾄ ﾘｻｰﾁ ｻﾎﾟｰﾄ 研究安全ｾｸｼｮﾝ

学校法人 沖縄科学技術大学院大学 ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ プレジデントオフィス

学長特別顧問

統括弁護士

最高情報責任者
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２ 役員の状況（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

 

定数：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園寄附行為第 5 条第 1 項、第 7 条、第 19 条

第 2 項の定めるところによる。 

任期：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園寄附行為第 9 条第 1 項及び第 24 条第 1 項

の定めるところによる。 

 

（１） 役員・監事 

役職 氏名 任期 主要経歴 

理事長・

学長 

 

ジョナサン・ 

ドーファン 

 

2011 年 

11 月 1 日  

～ 

2015 年 

8 月 31 日 

 

1976 年 カリフォルニア大学アーバイン校（米国）博士号

（素粒子物理学） 

1999 年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器

センター所長 

スタンフォード大学エグゼクティブ・キャビネッ

ト・メンバー 

2007 年 スタンフォード大学学長スペシャルアシスタン

ト 

2009 年 オックスフォード大学（英国） ジョン・アダム

ズ加速器科学研究所アドバイザリー・ボード・メ

ンバー 

2010 年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構 

（大学院大学学長予定者） 

独立行政法人沖縄科学技術大学院大学学園設立

委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事長 

沖縄科学技術大学院大学学長 

副理事

長・プロ

ボースト 

ジョージ・ 

イワマ 

2014 年 

6 月 23 日 

～ 

2019 年 

12 月 31 日 

 

1986 年 ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）博士号

（動物学） 

1996 年 ブリティッシュコロンビア大学動物科学科教授 

2000 年 カナダ国立研究機構海洋生物科学研究所所長 

2003 年 カナダ国立研究機構栄養学・衛生研究所所長 

2004 年 アカディア大学理学部長 

2006 年 アカディア大学学部担当副学長代理 

2007 年 カールトン大学理学部長 

2009 年 ノーザンブリティッシュコロンビア大学学長兼

副総長 



4 

 

2014 年 

1 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園上席副学

長 

2014 年 

6 月 

同 副理事長 

沖縄科学技術大学院大学プロボースト 

監事 

 

相馬 清貴 2013 年 

6 月 26 日 

～ 

2017 年 

10 月 31 日 

（再任・2

期目） 

1985 年 総務庁入庁 

2007 年 総務省人事・恩給局恩給企画課長 

2010 年 総務省大臣官房政策評価広報課長 

2012 年 内閣府公益認定等委員会事務局総務課長 

2013 年 

6 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園監事 

監事 

 

當眞 嗣吉 2014 年 

6 月 9 日 

～ 

2017 年 

10 月 31 日 

（再任・2

期目） 

1971 年 琉球電力公社入社 

1999 年 沖縄電力㈱取締役火力部長 

2001 年 沖縄電力㈱代表取締役副社長 

2003 年 沖縄電力㈱代表取締役社長 

2005 年 ㈶沖縄マリンレジャーセイフティービューロー

代表理事 

2006 年 沖縄セルラー電話㈱監査役 

2007 年 沖縄電力㈱代表取締役会長 

沖縄経済同友会代表幹事 

2011 年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

2013 年 沖縄経済同友会特別幹事 

沖縄電力㈱取締役相談役 

九州経済連合会顧問 

2014 年 

6 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園監事 

 

（２） 理事 

氏名 任期 主要経歴 

安仁屋 洋子 2014 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31 日 

1980 年 鹿児島大学博士号（医学部） 

1970 年 琉球大学医学部助手 

1983 年 ロチェスター大学メディカルセンター ポストドクト

ラルフェロー 

1986 年 琉球大学医学部准教授 

1990 年 琉球大学医学部保健学科教授 

2001 年 琉球大学産学官連携推進機構長 
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琉球大学評議員 

2002 年 琉球大学医学部保健学科長 

2003 年 琉球大学大学院医学研究科教授 

2007 年 琉球大学医学部保健学科教授 

2011 年 琉球大学名誉教授 

2014 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

有馬 朗人 2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

 

1958 年 東京大学博士号（理学） 

1971 年 ニューヨーク州立大学ストニーブルク校（米国）教授 

1975 年 東京大学理学部教授 

1989 年 東京大学総長 

1993 年 理化学研究所理事長 

1998 年 参議院議員 

文部大臣 

1999 年 科学技術庁長官 

2000 年 財団法人日本科学技術振興財団会長 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員会

共同議長 

2006 年 学校法人根津育英会武蔵学園学園長 

2009 年 ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム評

議員会会長 

沖縄科学技術大学院大学学園設立委員会共同議長 

2010 年 公立大学法人静岡文化芸術大学理事長 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事会副議長 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

カーティス・ 

カラン 

2014 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31 日 

 

1964 年 プリンストン大学（米国）博士号（物理学） 

1964 年 プリンストン大学 3Ｍポストドクトラルフェロー 

1965 年 プリンストン大学物理学部講師 

1967 年 ハーバード大学物理学部助教授 

1969 年 プリンストン高等研究所長期メンバー 

1972 年 プリンストン大学物理学部教授 

1986 年 プリンストン大学ユージン・ヒギンス・プロフェッサ

ー 

1995 年 プリンストン大学ジェームス・Ｓ・マクドネル物理学

ディスティングイッシュトプロフェッサー 
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2014 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

リタ・ 

コルウェル 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1961 年 ワシントン大学（米国）博士号（海洋学） 

1991 年 メリーランド大学（米国）生命工学研究所所長 

1998 年 全米科学財団 11 代理事長 

国家科学技術会議（米国）共同議長 

2004 年 キャノン US ライフサイエンス（米国）会長・上席副社

長 

メリーランド大学特別教授 

ジョン・ホプキンス大学（米国）公衆衛生大学院特別教

授 

2006 年 キャノン US ライフサイエンス（米国）上級顧問名誉会

長 

2007 年 米国生物化学研究所所長 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ジョナサン・ 

ドーファン 

（理事長／学長） 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1976 年 カリフォルニア大学アーバイン校（米国）博士号（素粒

子物理学） 

1999 年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器センタ

ー所長 

スタンフォード大学エグゼクティブ・キャビネット・メ

ンバー 

2007 年 スタンフォード大学学長スペシャルアシスタント 

2009 年 オックスフォード大学（英国） ジョン・アダムズ加速

器科学研究所アドバイザリー・ボード・メンバー 

2010 年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構 （大学院

大学学長予定者） 

独立行政法人沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011 年 

11 月 

沖縄科学技術大学院大学学長 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事長 

ジェローム・ 

フリードマン 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1956 年 シカゴ大学（米国）博士号（物理学） 

1967 年 マサチューセッツ工科大学（米国）教授 

1977 年 米国大学研究協会 URA ボード委員 

同 ボード副議長 

1983 年 マサチューセッツ工科大学物理学部長 

1990 年 ノーベル物理学賞 
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1997 年 高エネルギー加速器研究機構（KEK）経営協議会委員 

1999 年 米国物理学会会長 

2001 年 米国科学学会代表者評議会議長 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ティム・ 

ハント 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1968 年 ケンブリッジ大学（英国）博士号（生化学） 

1990 年 英国癌研究基金(ICRF)クレアホール研究所主任研究者 

1991 年 ロンドン王立協会会員 

2001 年 ノーベル生理学・医学賞 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2006 年 ヨーロッパ分子生物学研究機構評議会議長 

2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ジョージ・ 

イワマ 

（副理事長/  

 プロボースト） 

2014 年 

6 月 23 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日 

1986 年 ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）博士号（動物

学） 

1996 年 ブリティッシュコロンビア大学動物科学科教授 

2000 年 カナダ国立研究機構海洋生物科学研究所所長 

2003 年 カナダ国立研究機構栄養学・衛生研究所所長 

2004 年 アカディア大学理学部長 

2006 年 アカディア大学学部担当副学長代理 

2007 年 カールトン大学理学部長 

2009 年 ノーザンブリティッシュコロンビア大学学長兼副総長 

2014 年 

1 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園上席副学長 

2014 年 

6 月 

同 副理事長 

沖縄科学技術大学院大学プロボースト 

小谷 元子 2014 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31 日 

 

1990 年 東京都立大学理学研究科 博士号（理学） 

1990 年 東邦大学理学部講師 

1993 年 マックスプランク研究所客員教授 

1997 年 東邦大学理学部助教授 

1999 年 東北大学大学院理学研究科助教授 

2001 年 仏高等科学研究所（IHES）客員教授 

2004 年 東北大学大学院理学研究科教授 
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2008 年 東北大学大学院理学研究科ディスティングイッシュト 

プロフェッサー 

2011 年 東北大学原子分子材料科学高等研究機構副機構長・教授 

2012 年 東北大学原子分子材料科学高等研究機構長 

2014 年 総合科学技術・イノベーション会議議員（非常勤） 

2014 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ヴィジェイ 

ラガバン・クリシ

ュナスワミ 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1983 年 タタ基礎化学研究所（インド）博士号（分子生物学） 

1984 年 カリフォルニア工科大学（米国）リサーチフェロー 

1986 年 カリフォルニア工科大学シニア・リサーチフェロー 

1988 年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター

入所 

1998 年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター 

シニアプロフェッサー兼所長 

2005 年 首相府（インド）科学諮問委員会委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2012 年 ロンドン王立協会会員 

2013 年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センタ

ー ディスティングィッシュトプロフェッサー 

インド科学技術省バイオテクノロジー局局長 

黒川 清 2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1967 年 東京大学大学院博士号（医学博士） 

1979 年 カリフォルニア大学ロスアンゼルス校（米国）医学部内

科教授 

1989 年 東京大学医学部教授 

1993 年 文部省科学官 

1996 年 東海大学教授 

同 医学部長 

1998 年 東海大学総合医学研究所所長 

1999 年 紫綬褒章 

2001 年 内閣府沖縄大学院大学構想検討委員会委員 

2003 年 日本学術会議会長 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構運営委員 

2006 年 政策研究大学院大学政策研究科教授 

2007 年 内閣特別顧問（科学、技術、イノベーション担当） 
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2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

政策研究大学院大学政策研究科アカデミックフェロー 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2014 年 政策研究大学院大学客員教授 

チェリー・ 

マレイ 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1978 年 マサチューセッツ工科大学博士号（物理） 

2001 年 ルーセントテクノロジー ベル研究所（米国）上級副社

長（物理科学・ワイヤレス研究担当） 

2002 年 米国科学アカデミー評議員・理事 

2007 年 ローレンス・リバモア国立研究所 科学技術担当プリン

シパル・アソシエイト・ディレクター 

2008 年 全米研究評議会工学・物理学部門議長 

米国科学振興協会（AAAS）ボードメンバー 

2009 年 米国物理学会会長 

ハーバード大学（米国）工学・応用科学研究科長 

ハーバード大学工学・応用科学教授（John A. and 

Elizabeth S. Armstrong Professor） 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

西田 厚聰 2014 年 

10 月 1 日 

～ 

2017 年 

9 月 30 日 

 

1970 年 東京大学法学政治学研究科修士課程修了 

1975 年 東京芝浦電気入社 

1984 年 東芝ヨーロッパ上級副社長 

1992 年 東芝アメリカ情報システム社社長 

1995 年 東芝パソコン事業部長 

1997 年 東芝取締役 

1998 年 東芝常務 

2000 年 東芝上席常務 

2003 年 東芝取締役執行専務 

2005 年 東芝取締役代表執行役社長 

2009 年 東芝取締役会長 

2014 年 東芝相談役 

2014 年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

尾身 幸次 2013 年 

10 月 1 日 

～ 

1956 年 一橋大学商学部卒業 

1956 年 通商産業省入省 

1970 年 外務省在ニューヨーク日本国総領事館領事 
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2016 年 

9 月 30 日 

1976 年 通商産業省大阪通商産業局総務部長 

1979 年 科学技術庁長官官房総務課長 

1981 年 通商産業省中小企業庁指導部長 

1983 年 衆議院議員初当選（以来当選八回） 

1995 年 衆議院大蔵委員長 

1997 年 国務大臣経済企画庁長官 

2001 年 国務大臣沖縄及び北方対策･科学技術政策担当 

2006 年 特定非営利活動法人ＳＴＳフォーラム理事長 

財務大臣 

2013 年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

尚 弘子 2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1972 年 琉球大学教授 

1982 年 九州大学 博士号（農学） 

1991 年 沖縄県副知事 

1994 年 放送大学沖縄学習センター所長 

1995 年 内閣府沖縄振興開発審議会委員 

1996 年 NHK 経営委員会委員 

1997 年 財団法人沖縄観光コンベンションビューロー理事 

2004 年 沖縄国際大学理事 

ＮＨＫ学園評議員 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

財団法人沖縄県文化振興会理事長 

2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

トーステン・ 

ヴィーゼル 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2017 年 

10 月 31日* 

1954 年 カロリンスカ研究所（スウェーデン）医学士 

1968 年 ハーバード大学医学部（米国）神経生物学部教授 

1973 年 同 神経生物学部長 

1981 年 ノーベル生理学 

1991 年 ロックフェラー大学（米国）学長 

2000 年 ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム事

務局長 

2004 年 イスラエル‐パレスチナ・サイエンス機構設立メンバー 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員共

同議長 

2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員共同議長 
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旭日大綬章受章 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事会議長 

 *再任・2 期目 

 

（３） 評議員 

氏名 任期 所属 

*安仁屋 洋子 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

琉球大学名誉教授 

新川 智清 2013 年 5 月 9日～ 

2017 年 10 月 31 日 

学校法人沖縄アミークス国際学園園長・校長 

*有馬 朗人 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

元財団法人日本科学技術振興財団会長 

学校法人根津育英会武蔵学園学園長 

公立大学法人静岡文化芸術大学理事長 

ロバート・バックマン 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学 沖縄の自立的発展担当 首

席副学長 

ニール・コールダー 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学副学長（広報担当） 

モンテ・カセム 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

学校法人立命館総長特別補佐 

ジョン・ディキソン 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学副学長（施設建設・管理担

当） 

土肥 義治 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

公益財団法人高輝度光科学研究センター理事長 

ラルフ･アイヒラー 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

前スイス連邦工科大学チューリッヒ校学長 

フレデリック・ 

ギルマン 

2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

カーネギー・メロン大学（米国）理学研究科長 

平澤 泠 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

公益財団法人未来工学研究所理事長 

東京大学名誉教授 

北陸先端科学技術大学院大学経営協議会委員 

キース･ホジソン 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

スタンフォード大学化学学部長 

梶山 千里 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

公立大学法人福岡女子大学学長・理事長 

前九州大学総長 

小林 誠 2011 年 11 月 1 日～ 大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 
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2017 年 10 月 31 日* 特別栄誉教授 

久保 真季 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学副学長（アドミニストレイ

ティブ・コンプライアンス担当） 

松本 良 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

東京大学名誉教授 

明治大学研究知・財戦略機構特任教授 

松島 恵美 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学統括弁護士 

アン・ミウラ・コー 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

Floodgate 共同設立パートナー 

長浜 善己 2015 年 2 月 19 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

恩納村村長 

ケン・ピーチ 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

オックスフォード大学量子治療癌研究所名誉教授 

ヘルマン･シュンク 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

前ドイツ連邦教育科学研究技術省基礎研究局長 

瀬名波 榮喜 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

名桜大学名誉学長 

大学コンソーシアム沖縄代表理事 

白井 克彦 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

放送大学学園理事長 

前早稲田大学総長 

前沖縄振興審議会会長 

諸喜田 茂充 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

公益法人沖縄科学技術振興センター評議員 

*尚 弘子 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

公益法人沖縄科学技術振興センター評議員 

沖縄国際大学理事 

ウルフ・ 

スコグランド 

2012 年 10 月 4 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学 前教授会議長 

菅原 寛孝 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学 学長特別顧問＆ディステ

ィングィッシュトプロフェッサー 

デイヴィッド・ 

スウィンバンクス 

2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

ネイチャーパブリッシンググループ マネージング

ディレクター 

高安 藤 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

元在沖米国総領事館広報・文化担当補佐官 

田中 信明 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

元国連本部事務次長 

ガイアコンタクト CEO 

ゲイル・トリップ 2013 年 5 月 9日～ 

2016 年 5 月 8日 

沖縄科学技術大学院大学 元教授会副議長 
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浦崎 唯昭 2015 年 2 月 19 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

沖縄県副知事 

アルブレヒト・ 

ワグナー 

2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

ドイツ電子シンクロトロン名誉所長 

ジェフ・ 

ウィッケンス 

2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学科学技術研究科長 

山本 雅 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学 教授会議長 

山崎 秀雄 2014 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日 

琉球大学理学部海洋自然科学科生物系理学部長 

フィリップ・ヨー 2011 年 11 月 1 日～ 

2017 年 10 月 31 日* 

シンガポール中小企業育成標準政策庁（SPRING）

長官 

*理事兼任者  *再任・2 期目 

 

 

II. 業務実績報告 

  別紙「平成 26 年度業務実績報告」のとおり。 

 
 



2015/3/31

目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

第１章　教育研究に関する事項

1.1 博士課程

（授業科目）

もに、平成26年6月に追加の授業に関する申請書を文部科学省に提出します。

の指導教員（アカデミックメンター）の配置等を含め、個々の学生のニーズに応じたプロ
グラムを提供します。

等を内容とする「プロフェッショナル・ディベロップメント科目」を提供します。

で必要となる語学力等を習得する準備プログラムの充実を図ります。

（授業科目）
・　6月から、文科省から許可を受けた2つの新しいコースがカリキュラムに加わりました。また、同時期に教員2名の新
規雇用が同省により承認され、2014年12月には更に2つのコースの導入および2名の教員の雇用を新規で文科省の
承認を得ました。
・　2014年9月には、世界中から集まった27名の学生が入学しました。全学生は、割り当てられたOIST指導教員のも
と、ラボ・ローテーションやクラスの受講を開始しました。
・　職業上の科学的技能習得を目的としたプロフェッショナル・ディベロップメント・コースを引き続き提供しました。当期
コースは、主にチーム活動を中心とした内容となっています。
・　2014年度には、第一期生（2012年度入学）による論文研究の進捗確認を開始しました。審査委員の任命や、カリ
キュラム審査委員会による審査業務の監督等の体制が整備されました。
・　ギャップターム中におこなわれる語学研修の内容をさらに充実させ、4名の学生（うち3名が日本、1名が中国の出
身）がイギリスのオックスフォード大学で英語のクラスを受講、ヨーロッパ出身の学生1名が東京で日本語のクラスを受
講しました。

A

（教育環境）
・ 引き続き、学生の研修、単位互換、ティーチング・アシスタント等の交流を目的に連携
協定を締結する等、他大学との協力関係を強化します。
・ 履修状況、成績、単位等のデータを管理する学生記録システムを引き続き運用し、拡
充を図ります。
・ 実験授業、教材、講義室や指導室、ＡＶ機器、コンピューター・ラボ等を管理するため
の仕組みや、教員と事務部門との連絡窓口を強化します。

（教育環境）
・　世界各国の大学と協定を締結するための取組を引き続きおこない、現在はクワズールー大学、スタンフォード大
学、
テキサス大学オースティン校、ハワイ大学エネルギー研究所との合意形成が進められています。国内の連携に関して
は、既にOISTと琉球大学、沖縄工業高等専門学校との間で、OISTの学生によるティーチングの機会提供や、語学学
習、その他の交流プログラムが始まっています。
・　学生の成績記録システムの大幅な改善がおこなわれ、審査委員や審査そのものに関わる機能が加わりました。ま
た、教員や学生、保険センターや図書館のユーザーを対象にした新たなインターフェースが加わりました。
・　ティーチング・リソース・コーディネーターの採用により、とりわけ研究室に関する支援において、ティーチング・サー
ビスが大幅に向上しました。教室に設置されているAV（音響・映像）システムの改善や、高性能なサイバースペースお
よびテレビ会議システムの導入により、必要に応じて遠隔教育が可能になりました。

平成26年度業務実績報告

 成績優秀な学生
の博士課程への応
募者数（日本人及
び外国人）
 合格者数（日本人

及び外国人）
 入学者の水準（出

身大学等）
 外部の奨学金等

を獲得した学生数
の増加

1 平成25年のフィードバックを受け、
第3期学生の円滑な受入れと、計
画通りの研究トレーニングの開始
に万全を期し、取組の更なる改善
を図ります。

（学生支援）

て競合する世界水準の大学と同程度の生活水準において、研究活動等に専念できるよ
うな環境を提供します。

ます。

す。

のキャリア形成を支援するための方策を実施します。これらの支援には、他大学等での
ティーチング・アシスタントの機会の付与、国内外の大学・研究機関のリーダー層との
ネットワークの構築の促進、ポスドク等のポジションの就職情報の積極的な提供、沖縄
のベンチャー企業におけるインターンなど起業家活動のサポート等が含まれる予定で
す。

リングルームが設置されます。外国人と日本人の学生及び職員の両方に対応するた
め、バイリンガルなスタッフを配置します。また、ストレスマネージメントやストレスの前兆
に関する一連のセミナーを開発・提供します。

（学生支援）
・　沖縄での生活に関する学生サポート・インフォメーション・パッケージと学生トラベル・ハンドブックを、新入生向けに
更新するとともに、税理士による日本の課税制度や国民健康保険、国民年金に関するセミナーを開催しました。また、
沖縄県警察から講師を招き、防災・防犯・交通安全に関するセミナーを学生向けに開催しました。
・　学生支援セクションは、学生が学業に集中できるように、年末調整や所得税確定申告、在留期間更新許可申請、出
生届等の書類作成・管理業務を、各種期限に合わせて代行しました。奨学金の応募については、申請書類の作成や
翻訳など、必要な支援を提供しました。
・　学生が巻き込まれた事故の報告手順を確立しました。内容は以下の通りです。
1. OISTヘルプラインまたは学生支援セクションが、事故について学生支援セクションのアシスタント・マネージャー、お
よび（健康に関わる問題の場合）保健センターに電話連絡する。
2. 学生支援セクションもしくは（健康に関わる問題の場合）保健センターの職員が事故に遭った学生に対応し、事故と
その結果について詳細を報告する。
3. 学生支援セクションのアシスタント・マネージャーが研究科長に報告し、事故の記録をファイルに保存する。
4. 必要に応じて、学生支援セクションのアシスタント・マネージャーが研究科長に補足報告を行う。
・　引き続き、外部の奨学金やフェローシッププログラムに関する情報を収集し学生に対し提供しました。学内で周知し
学生の応募を奨励したほか、出願の際には適宜サポートを行いました。
・　プロフェッショナル・デベロップメント／キャリアアドバイザーが採用され、平成27年2月1日付で着任しました。
・　リソースセンターが2013年10月に開設し、OISTコミュニティの支援を開始しました。2014年度に同センターに足を
運んだ人数の合計は1099名（OISTメンバー/訪問者592名、OISTメンバーの家族507名）でした。相談内容で上位を
占めたのが、レクリエーション関連、イベント情報、翻訳・通訳サービス、事務手続、でした。2014年度のリソースセン
ターによる活動については、コミュニティーメンバーの関係強化に役立つグループでの外出、文化的ワークショップ、お
よび週一回の語学交流を開催しました。また、OISTおよび沖縄の暮らしに適応できるようにするために、 OIST職員の
配偶者を対象とした「ファミリー・オリエンテーション」プログラムを開始しました。
・　昨年9月に英語を母国語とする臨床心理士が2名加わり、ヴィレッジセンターにてカウンセリングサービスを開始しま
した。11月には、予約手順やカウンセリングサービスに関する規定および方針を策定し、ウェブサイトを開設しました。
これに加え、非常勤の日本人カウンセラーが引き続きヘルスセンターで勤務し、最初の半年で39回のセッションを持ち
ました。ヘルスセンターにおいて2014年10月までに対応したコンサルテーションの数は、クライアント単位の計算で
1254件でした。その中には、精神的支援を必要としている、あるいは精神状態を理由に病気休暇中のクライアントも含
まれています。沖縄で子どもを持つ学生や職員の数が増えていることを鑑み、ヘルスセンターでは、恩納村役場との
共同で子育てに関するオリエンテーションを6月に開催しました。

・　沖縄美ら海水族館や今帰仁城跡、ナゴパイナップルパーク、首里城、国際通りなどへの見学をおこないました。　ま
た、県内の留学生による交流会にも参加しました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

2 引き続き、科学技術分野における
世界最優秀の学生を選抜し、本学
の博士課程に受け入れます。学
生の少なくとも半数は外国人とし
ます。

A

1.2 研究活動に関する事項

3 引き続き、世界最高水準の学際的
な研究を推進します。相互の連携
を促す環境の整備、最先端の研
究設備・機器の導入と活用、厳格
な研究評価制度等により、優秀な
教員を支援するとともに、その高
いモチベーションを維持していきま
す。
更に、政府による「経済財政運営
と改革の基本方針」に基づき、多
様性に富んだ海洋環境に近接し
ている等の強みを活かし、本学は
知的・産業クラスターの推進に関
連した研究を加速させます。

（学際的研究の促進）
 引き続き、共用施設や優れた技術スタッフの活用等により、分野を超えた交流研究協

力を推進します。引き続き、物理や海洋科学等の分野における研究支援活動のため
に、経験のある技術スタッフの採用を行います。（平成26年2月時点の研究ユニットの一
覧については、別紙１-１を参照。また、主な研究内容について別紙１‐２を参照。）
 引き続き、研究や社会活動を通し、研究者間のフォーマル・インフォーマルな交流や連

携の機会を拡げます。

 研究者の数（教
員、ポスドク、技術
者及び学生）
 研究成果の発表

論文数（インパクト
ファクター別）
 研究成果につい

ての記者公表及び
記者会見数
 研究に関する受

賞数
 研究評価を実施

した研究ユニット数

A

（学生支援）

て競合する世界水準の大学と同程度の生活水準において、研究活動等に専念できるよ
うな環境を提供します。

ます。

す。

のキャリア形成を支援するための方策を実施します。これらの支援には、他大学等での
ティーチング・アシスタントの機会の付与、国内外の大学・研究機関のリーダー層との
ネットワークの構築の促進、ポスドク等のポジションの就職情報の積極的な提供、沖縄
のベンチャー企業におけるインターンなど起業家活動のサポート等が含まれる予定で
す。

リングルームが設置されます。外国人と日本人の学生及び職員の両方に対応するた
め、バイリンガルなスタッフを配置します。また、ストレスマネージメントやストレスの前兆
に関する一連のセミナーを開発・提供します。

（学生支援）
・　沖縄での生活に関する学生サポート・インフォメーション・パッケージと学生トラベル・ハンドブックを、新入生向けに
更新するとともに、税理士による日本の課税制度や国民健康保険、国民年金に関するセミナーを開催しました。また、
沖縄県警察から講師を招き、防災・防犯・交通安全に関するセミナーを学生向けに開催しました。
・　学生支援セクションは、学生が学業に集中できるように、年末調整や所得税確定申告、在留期間更新許可申請、出
生届等の書類作成・管理業務を、各種期限に合わせて代行しました。奨学金の応募については、申請書類の作成や
翻訳など、必要な支援を提供しました。
・　学生が巻き込まれた事故の報告手順を確立しました。内容は以下の通りです。
1. OISTヘルプラインまたは学生支援セクションが、事故について学生支援セクションのアシスタント・マネージャー、お
よび（健康に関わる問題の場合）保健センターに電話連絡する。
2. 学生支援セクションもしくは（健康に関わる問題の場合）保健センターの職員が事故に遭った学生に対応し、事故と
その結果について詳細を報告する。
3. 学生支援セクションのアシスタント・マネージャーが研究科長に報告し、事故の記録をファイルに保存する。
4. 必要に応じて、学生支援セクションのアシスタント・マネージャーが研究科長に補足報告を行う。
・　引き続き、外部の奨学金やフェローシッププログラムに関する情報を収集し学生に対し提供しました。学内で周知し
学生の応募を奨励したほか、出願の際には適宜サポートを行いました。
・　プロフェッショナル・デベロップメント／キャリアアドバイザーが採用され、平成27年2月1日付で着任しました。
・　リソースセンターが2013年10月に開設し、OISTコミュニティの支援を開始しました。2014年度に同センターに足を
運んだ人数の合計は1099名（OISTメンバー/訪問者592名、OISTメンバーの家族507名）でした。相談内容で上位を
占めたのが、レクリエーション関連、イベント情報、翻訳・通訳サービス、事務手続、でした。2014年度のリソースセン
ターによる活動については、コミュニティーメンバーの関係強化に役立つグループでの外出、文化的ワークショップ、お
よび週一回の語学交流を開催しました。また、OISTおよび沖縄の暮らしに適応できるようにするために、 OIST職員の
配偶者を対象とした「ファミリー・オリエンテーション」プログラムを開始しました。
・　昨年9月に英語を母国語とする臨床心理士が2名加わり、ヴィレッジセンターにてカウンセリングサービスを開始しま
した。11月には、予約手順やカウンセリングサービスに関する規定および方針を策定し、ウェブサイトを開設しました。
これに加え、非常勤の日本人カウンセラーが引き続きヘルスセンターで勤務し、最初の半年で39回のセッションを持ち
ました。ヘルスセンターにおいて2014年10月までに対応したコンサルテーションの数は、クライアント単位の計算で
1254件でした。その中には、精神的支援を必要としている、あるいは精神状態を理由に病気休暇中のクライアントも含
まれています。沖縄で子どもを持つ学生や職員の数が増えていることを鑑み、ヘルスセンターでは、恩納村役場との
共同で子育てに関するオリエンテーションを6月に開催しました。

・　沖縄美ら海水族館や今帰仁城跡、ナゴパイナップルパーク、首里城、国際通りなどへの見学をおこないました。　ま
た、県内の留学生による交流会にも参加しました。

 これまでの学生募集・選抜の状況について適切な検証を行い、その結果を最近の取
組に反映させ、計画的かつ効果的な募集・選抜を実施します。
 平成27年9月に本学の博士課程（科学技術専攻、科学技術研究科）に入学を予定す

る第4期学生として、科学技術分野における世界最優秀の学生の獲得を目指し、以下の
とおり、国際的な募集・獲得活動を展開します。
- 入学定員： 約20人
- 募集期間： 平成26年6月－8月、平成27年1月―3月
- 主な募集活動：
> 募集ツールとして、引き続き、研究科のウェブサイトを整備します。更に、正確で分か
りやすい学生募集パンフレットを発行します。
> 国内の主要都市でOISTカフェを開催し、本学の募集情報や英語講習を提供します。
> 日本の学部生を対象とした英語でのサイエンス・ビデオ・コンテストを開催し、勝者に
は本学での英語でのプレゼンテーション・トレーニングを授与します。
> ターゲットとなる国に本学の教員を派遣し、本学に関するセミナーを開催します。
> 物理や神経科学などの分野からの募集のために、ターゲットを絞ったパンフレットを発
行します。

※本学の教育環境の特色を学生に紹介する取組において、引き続き特に日本人学生
に留意して募集活動を行います。いくつかの国内大学における説明会や、平成25年度
に実施したビデオコンテストのようなイベントを開催するなど、ターゲットを絞った取組を
通し、日本人学生の参加の機会を増やすよう努めます。

・　平成26年9月の入学者数：日本人学生6名（そのうち5名が国内大学の出身）を含む合計27名の学生を受け入れま
した。27名中10名（37%）が女性です。

添付資料#1.1-1_博士課程学生情報

・　国際的な募集・獲得活動を展開し、平成27年9月から入学する第4期学生として、世界最優秀の学生を獲得しまし
た。

1名の学生が日本学術振興会特別研究員（DC-1）に採用されました。

主な募集活動：
・　アドミッションサイト（学生募集ウェブサイト）を新たに作成し立ち上げました。また、全く新しいデザインのパンフレット
を日英両言語で作成し印刷しました。
・　 OIST Café およびmini OIST Caféを東京や神戸市をはじめとする各地で開催しました。
・　「サイエンスが導く私の未来とは？」をテーマに英語による審査が10月から1月までおこなわれ、入選者が「OISTサ
イエンスチャレンジ2015」と題するワークショップに参加しました。ワークショップの参加者は、英語のトレーニングを受
けて最終発表を英語でおこなったほか、ラボの活動に参加し、OISTの教員や研究員による講演を聴講、またOISTの
学生と交流しました。
・　 OISTの教員は、ジョゼフ・フリエ大学（フランス）にてOISTを紹介しました（シーレ・ニコーマック准教授、山本雅教
授、ファデル・サマテ准教授）。
OISTの教員は、海外へ出張する際は、大学院大学のパンフレットや資料を活用して、本学・博士課程についての認知
度向上を高めるように努めています。
・　物理学、神経科学、分子細胞学、生態・進化学等の分野別に日英両言語で紹介資料を作成しました。
* OISTの教員は、東京で開催されたOIST Café で講演をおこなったほか、OISTサイエンスチャレンジにおいて講演
し、ラボ活動を担当しました。

（学際的研究の促進）
・　OISTにおけるあらゆる研究活動において、リサーチサポートディビジョンによるサポートを向上できるよう、リサーチ
サポートディビジョンの組織構造及びその機能について積極的に検証を行いました。

リトリート、ディスカッショングループ、プランニングを通じて、リサーチサポートディビジョンの組織再構成を行いました。
主なポイントは以下の通りです。
1. 複数のセクションで中心部分を再点検し、名称を適切に変更しました。
2. 「エンジニアリング・サポートセクション」「イメージング・機器分析セクション」を新設しました。
3. 各セクションにおける教員の参加を確保することにより、各セクションで科学的側面からのアドバイスとリーダーシッ
プを確保できるようにしました。
4. 新たな研究担当ディーンの着任に合わせた措置として、リサーチサポートディビジョンのスペースの刷新に向けた計
画を開始しました。
5. 研究担当ディーンが副プロボースト（研究担当）に代わり、専任でリサーチサポートディビジョンのリーダーとして、
OISTにおける全ての研究をサポートすることになりました。
6. 各セクションリーダーに対して、スタンダードやネットワークという視点についてグローバル思考を奨励しました。

・　引き続き毎週地域で木曜日の午後にティータイムを開催しました。様々なワークショップも引き続き開催し、様々な
アイディアや人々の交流を促進する環境を提供しました。

学内のウェブサイトTIDAを通じて、引き続き研究員と職員同士の交流を深める機会を提供しました。また、毎週地域で
開催されるイベントの情報も掲載しました。社会活動や交流の機会を提供するリソースセンターにより学内における情
報提供サービスが強化されています。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

（知的・産業クラスター形成の推進に関連した研究）

的・産業クラスターに関連した下記の研究を推進するとともに、知的・産業クラスター形
成への更なる貢献に向け、事業開発等の関連する学内部局と連携します。（1.5も参照）

（知的・産業クラスター形成の推進に関連した研究）
・　海洋、環境、エネルギー、先端医療のR&Dクラスター運営委員会が組織されました。

-海洋科学
世界有数の生物多様性を誇るサンゴ礁、マングローブなど、沖縄の優位性である海洋
環境の長期的な活用、保全に向け、新たに整備する「臨海実験施設」、第３研究棟内の
「海洋科学研究センター」を含む本学の施設等を一体的に活用します。海洋環境観測・
モニタリングの強化と、近海海洋生物の生態・有用性把握を目標として、学問的成果と
ともに、海洋関連産業、製薬業、バイオ産業等への移転が期待できる技術移転を進め
ます。また、世界の優秀な海洋科学者と共同研究を行い、「ＯＩＳＴと沖縄の海」における
研究成果を世界に発信します。引き続き、平成25年に策定された政府の「海洋基本計
画」に基づきながら、ウッズホール海洋研究所やウッズホール海洋生物学研究所、琉球
大学、海上保安庁、美ら海水族館等とのネットワークや協働を通して、沿岸及び海底の
海洋循環、海洋流体力学、海洋生物ゲノミクス、海洋生物学、生物多様性、生体イメー
ジング、インフォマティクス及び計算生物学等の分野の研究活動を推進します。

[佐藤ユニット]

1.　サンゴの個別のコロニーを、特定のゲノムマーカーで遺伝子同定することは、将来的なサンゴ生物学研究やサンゴ
礁の保存においても不可欠なものですが、そのような方法はこれまでに開発されたことはありませんでした。また私た
ちのユニットは、2011年に解読に成功した、「コユビミドリイシ」遺伝子を利用して、全「ミドリイシ」種を個別に識別でき
る14全てのマイクロサテライトマーカーの特定に成功しました。この新たな方法は、A. teniunsの群生を、沖縄県による
移植による保存のために、適切に選択する際に適用され、成功を収めました。

2.　セルロースは、地球上でもっとも豊富に存在する生体高分子です。従って、セルロースを将来的にどのように活用
していくかが、産業界において最も重要な課題の一つとなっています。しかしながらセルロース生合成に関係する分子
構造は、その原形質膜内の構造が複雑なため、まだ明らかにされていません。被嚢類は、セルロースを自ら合成でき
る唯一の動物類です。カタユウレイボヤは、セルロースシンターゼ遺伝子の単一コピーを有していますが、この機能
は、その生合成に不可欠のものとなっています。私たちは、この単純なモデルを利用して、酵母システムにおいてセル
ロース生合成を人工的に誘発させる方法を確立しました。これにより将来的に、この分子構造に対する理解が高まる
ことが期待されます。

海洋科学
[御手洗ユニット]

1.　OISTの観測システムを利用した最初のパイロットプロジェクトは成功を収めました。観測場所における年間のプラ
ンクトンタイムシリーズは記録されました。私たちは、米国ウッズホール海洋研究所（WHOI）と協力し、台風（あるいは
将来的な地球温暖化）により、沖縄のサンゴ礁に群生するプランクトンにどのような影響するかを明らかにし、その内
容を、『Journal of Oceanography』に発表しました。このモニタリングの拡充計画については現在、スタンフォード、カリ
フォルニア大学ロサンゼルス校、カリフォルニア大学サンタバーバラ校の研究者が検討を行っており、彼らはOISTに
設立予定の海洋科学技術センターを頻繁に訪れることになると予想されます。

2.　観測システムを改善するための技術的側面は、海中ロボットを専門に扱う日本企業が担当しています。より柔軟な
対応が可能となり、大幅に改善されたシステムが、平成27年度末までに利用できるようになる予定です。衛星技術で
事業展開しているカナダ企業との協議も進展中です。このような活動は、OISTと沖縄における海洋関連技術の蓄積に
貢献します。

3.　海洋ワークショップ活動は継続中です。ブレーンストーミング形式のワークショップが、トップクラスの海洋科学者6

名を招き、2014年10月28日から30日にかけて行われました。この分野における最近の動向を踏まえ、OISTにおける
海洋科学の今後の方向性について話合いが行われました。OISTとNSF（米国国立科学財団）の資金援助により2013

年4月に開催された前回のワークショップ後に、私たちは「Marine and Freshwater Research」に論文を発表したほ
か、別の論文についても現在レビューが行われています。ワークショップ参加者と共に、過去数十年間における造礁サ
ンゴのグローバルトレンドについて明らかにしました。さらに別のワークショップでは、東南アジアの群生連鎖について
まとめる準備が進められています（2016年3月21日-25日）。

4.　海上保安庁との契約が2015年3月21日に終了します。OISTは、海上保安庁から提供された詳細な等深線データ
を利用した、高解像度の海洋循環モデル（10の分潮を含む空間分解能200メートル）を海上保安庁に提供しました。こ
れにより沖縄沿岸における救命救助活動の改善が期待されます。このモデルによる予測については、OISTの海上浮
遊ブイを使い、正確性が証明されました（論文作成中）。この契約は、すべて滞りなく進めば、近く更新されることになっ
ています。

5.　JAMSTEC（海洋研究開発機構）の研究員と共同で、沖縄トラフにある熱水噴出孔周辺の深海水循環パターンを明
らかにしました（論文作成中）。この成功により、JAMSTECの「研究開発センター」との4年契約が実現しました。これに
より、OISTは、JAMSTECの調査船や遠隔操作無人探査機を利用して、沖縄トラフの深海熱水噴出孔にアクセスでき
るようになります。

6.　OIST初のR&Dクラスタープロジェクトによる研究観測隊派遣が2015年3月下旬に実施されました。私たちは、499

トンの調査船を使って、沖縄の南東沿岸、沖縄トラフの中心、慶良間海裂の東端における、上部1000メートルの水柱
を中心として、プランクトンの多様性、分布状況、群生構造、メソスケール不均衡について研究を行ないます。

7.　地元の方々とも充実した協働・協力関係を展開することができました。たとえば、沖縄県恩納村の地元の漁師の
方々の協力を得て、「Marine Biology」に論文を発表しました。この論文は、沖縄県でしばしば大量発生する、サンゴを
捕食するオニヒトデの群生動態を分析したものです。これは、この種の調査ではもっとも長期にわたるものの一つと
なっており、24年を超えるデータが使われています。このほかにも、たとえば、琉球大学工学部の藤井智史教授と協力
して、沖縄のサンゴ礁に特化して設計された、高周波海洋レーダーのプロトタイプを開発しました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

-エネルギー
電力の安定供給強化は、離島を含む沖縄に産業誘致を進める上で重要なポイントで
す。風力や太陽光より安定性を期待できる海流発電技術を沖縄近海の黒潮を活用して
開発します。また、発電ロスが少ない新しい太陽電池材料の開発や、分散電力マネジメ
ントを行う知的電力システムの開発より、沖縄に適合した次世代エネルギー技術の原理
試作を進め、事業化につながる成果を得ていきます。

エネルギー
[新竹ユニット]

エネルギー研究分野における2014年の業績として以下のことがあげられます。
「海流発電開発プログラム」の一環として、海流発電システムに関して詳細な工学的研究を行ない、2種類のエアフォイ
ル(NACA0030, NACA0015)についてエネルギー効率試験を行い、性能を確認しました。さらに海流エネルギー変換
装置の適応角度ブレードの新しいコンセプトに関する試験を行いました。
また、このようなハードウェア面におけるR&Dの研究と並行して、浮遊ブイを沖縄本島近海の深度100メートルの海底
から深さ30メートルの位置に係留しました。
潮流のモニタリングはこれから本格的に開始されますが、これを基に、潮流により利用できる電力が推計されることに
なります。

-環境及びバイオ
世界的な課題である生物多様性保全には、広範囲での継続的で緻密なサンプル収集と
迅速な解析を進める技術開発が不可欠です。本学では、サンゴ礁など近海の水質にも
大きな影響を与える陸地の生物多様性の観測・解析技術に着目し、マングローブ群生
地を含む多様な観測地点をカバーするフィールドリサーチをより自動的に進めるシステ
ムを整備してサンプリングを進めるとともに、X線CTなどの画像の自動認識ソフトウェア
により、採取した大量のサンプルを効率よく数値化、可視化する技術開発を進めます。

環境及びバイオ
高スループットの「エコロジカル遺伝子パイプライン」の立上げに成功しました。これにより、大量の環境サンプルの
DNA塩基配列決定が可能となります。このプロジェクトには、プロトコル開発、技術員の雇用、液体取扱い用ロボットの
調達、バイオインフォマティクスパイプランの開発が含まれていました。またパイロットプロジェクトのシーケンス決定も
行われました。
1) 環境関連サンプルについて、サンプルマネジメント、データベース、サンプル作成プロトコルの開発を行いました。
2) GISスペシャリストを採用し、沖縄の陸環境における総合的なGISレイヤーセットを作成させ、沖縄のマングローブ環
境の評価等を含むGISベースのプロジェクトを開始しました。
3) フィールドネットワークをサポートする、公的機関と民間企業が連携するコンソーシアムの開発に取り掛かりました。
フィードネットワークについては、過去のプロジェクト、センサ技術、将来的な展開を検討しました。

[北野ユニット]

1.　ソフトウェア開発
私たちは、コアOESエミュレータを開発しました。これは、一連のハードウェア（太陽光発電システム、リチウムイオン
バッテリー、DCグリッド）とその挙動をシミュレートするソフトウェアです。
この分散「オープンエネルギーシステムハードウェア」のエミュレータとコントローラには、交換規則を定義付けるため
の、柔軟性の高いユーザーインターフェースが搭載されています。
さらにOISTのサーバー室のデータ収集サーバーのインフラ整備を行いました。これには、データベース、エンドユー
ザーインターフェース、マネジャーインターフェースが対象となっています。
これらを合わせて、OESに対する計算処理研究の初期ベースが構築され、様々な規模・構成の多様な挙動に対して、
調査が行えるようになります。

2.　ハードウェア設計
OESと連動して大型システムの一部となるように設計された、「電気自動車」のための一連の設計作業を開始しまし
た。
これには以下の各項が含まれます。
(1)　電気自動車メーカーとの交換可能バッテリーパックの設計。
(2)　交換可能バッテリー充電ステーションの設計。
(3)　2015年度に装置を設置するためのクレイファクトリーのインフラの設計。このような一連の作業を通じて、私たち
は、OESを拡張エネルギー伝達アーキテクチャーとして拡充させる可能性について研究を進められるようになります。

3. 　協力関係
協力関係構築に向けた様々な協議を行った結果、一連の合意（覚書や非開示契約）や、新たなイニチアチブが実現さ
れました。
(1)　ハワイ大学ハワイ自然エネルギー研究所との協力関係について協議を進め、上記のR&Dアウトプットが、ハワイ
側の予算でココナッツ・アイランドに設置される予定です（覚書作成）。
(2)　交換可能バッテリーシステムに関して電気自動車メーカーとの協働を開始しました（非開示契約）。
(3)　焼却炉タイプの発電設備の設置に向けて、沖縄の地元企業と2015年度における協力事業について協議を開始し
ました（非開示契約）。
(4)　持続可能な生活設計を研究対象として、住宅会社との2015年度共同プロジェクトの協議を開始しました（非開示
契約）。

契約締結状況としては現在ハワイ大学ハワイ自然エネルギー研究所と北野ユニットで非開示契約を予定しており、現
在その準備段階にあります。さらにハワイ大学 と OIST との覚書も現在締結へ向け準備中です。

住宅会社と覚書を締結しました。さらに電気自動車メーカー及び沖縄の企業とも非開示契約を締結しました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

-先端医療
　国家プロジェクトである粒子線治療技術の開発では、装置・施設の小型化が重要課題
の１つです。本学では、その加速器技術及びイメージング技術の専門家を中心に、琉球
大学、放射線医学総合研究所、筑波大学、高エネルギー加速器研究機構、スタンフォー
ド大学との共同研究（粒子線を活用したがん治療技術・装置の技術開発）を立ち上げ、
国家プロジェクトへの貢献も果たすように取組を進めます。本学は、優位性のある加速
器開発、イメージング技術開発等を担う予定です。

先端医療
この全国レベルのR&Dプロジェクトの初年度において、私たちは次のような成果を挙げました。
（1）中期プロジェクトの計画立案に取り掛かりました。（2）BNCTシステムと各コンポーネントのスペックを設計しまし
た。
（3）画像技術開発を推進するために必要となる機材/機器の選定を行いました。
（4）2名の客員教授、物理学者（それぞれBNCTと画像技術を専門とする）を任命しました。
（5）ポスドク研究者採用の準備を進めました。
（6）一連のセミナーを開催し、BNCT、画像処理、薬物投与、CSC、物理学全般の各分野のスペシャリストと協議を行
いました。

（研究活動の支援）
 物理・海洋を含むリサーチサポートディビジョン全体の共用・共有機器をサポートする

専門の技術スタッフの採用及びトレーニングを継続します。
 研究機器データベースと予約システムを引き続き整備拡充して、研究資源の管理体

制の整備と利用状況の確認を含む効率的な運用を促進します。
 沖縄海洋環境観測システムの運用及び改良を行います。当システムを使用する研究

者を対象としたトレーニングを実施します。
 第3研究棟に設置する新たな共用施設を企画します。
 オープン・テクノロジー・センターを通じ、内部の優先利用を確保しつつ、他大学や民

間企業等による本学の研究施設の利用を促進します。
 電子顕微鏡、質量分析計などの研究機器の運用を検討し、新規の機器・サービスの

導入を計画するアドバイザリー・コミッティを設置します。
 新規のHPC用クラスタ及びDNAシーケンサーを導入します。これらの施設は知的・産

業クラスター形成に向けた関連研究をサポートします。

（研究内容・成果の発信・公表）
 引き続き、厳格な研究評価の実施等を通じて、インパクトファクター（平均引用度）の高

い国際的な学術誌への論文投稿や国際学会への参加を奨励します。
 引き続き、研究内容や研究成果について、ウェブサイトにおける発表、記者公表、記

者会見、OIST便り（電子メールニュースレター）、パンフレット、テレビ番組やOISTソー
シャルメディア等を活用して、国内外への分かりやすい情報発信に努めます。
- 本学のウェブサイトを最大限活用するとともに、引き続きコンテンツの大部分を日英両
言語で提供するよう努めます。
- 県内外のプレスによる視察の機会や説明会等を設けるなど積極的なメディア戦略を実
施します。
- 地域・国内・海外メディアに対して電子メールや国内の記者クラブを介して本学の研究
成果を発信します。
- 拡大しているソーシャルメディアをコミュニケーションの場として活用します。

す。

（研究内容・成果の発信・公表）
・　(Calendar year 2013 or FY13 numbers in [])

年間を通して、OISTの教員及び研究員は、高い評価を得ている学術紙に学術論文を掲載してまいりました。前会計年
度中に発表された論文は292[176]に上りました。
教員メンバー及び研究員による学会、ワークショップ、セミナーでの論文発表は657[553]に至り、1[2]冊の 書籍出版が
ありました。詳細については別添資料に掲載されています。
12000誌以上の最も影響力のある学術雑誌を記録しているトムソン・ロイター社のWeb of Science Core Collection

での掲載は、2014年度は177[136]に上り、そのうち32[33]は高い影響力のある学術雑誌における掲載でした。（IF>5）
添付資料#1.2-1_平成26年度 OIST論文・発表数

・　平成26年度は、OIST研究成果に関する国内外への情報発信の一環として、日英両言語で46のウェブ記事を本学
ウェブサイトに掲載、7件のプレスリリースを発表、そして4つの記者会見を東京と沖縄において開催しました。また、報
道機関によるOIST訪問を35件受けたほか、毎月電子版ニュースレターを日英で発行するとともに、日英でパンフレット
を発行しました。これらの活動はOISTソーシャルメディアで情報発信するとともに、内部サイトにも掲載することで、学
内のコミュニティと情報共有しました。また、テレビ番組プロデューサーやディレクターにOISTの研究をアピールするた
め、東京で開催の2つの発表会にメディアセクションリーダーが参加しました。
・　 オーディオビジュアルスペシャリスト1名を雇用し、テレビ会議システム、プロジェクター、マイクなどの機器を整備す
るとともにSkypeやWebEXを含むテレビ会議を用いた他機関との会議やミーティングの開催を65回サポートしました。

（研究活動の支援）
・　2014年度に追加採用された専門技師スタッフは次の通りです。動物MRIに1名、質量分析法に1名、海洋科学に1

名、電子顕微鏡法に1名、DNA塩基配列決定に1名、ナノファブリケーションに1名。
安全スタッフが、各種専門家の資格を取得し、研究を受講しました。例えば、バイオセーフティ、組み換えDNA、IATA

の危険物規則書対応ディプロマ、放射線、高圧ガス、労働安全衛生、緊急対応等です。
サイエンティフィック・コンピューティングセクションでは新規に２名のスタッフを採用しました。これらのスタッフは、OIST

の高性能コンピュータ施設の利用に関して、研究者に支援を提供し教育活動を行っています。
・　新規に購入した研究機器はそのほとんどがデータベースに登録されています。オペレーションのロギング機能の開
発が進められており、現在試験中です。このデータベースは、一日に40人超のユーザーから150回以上アクセスされ
ています。詳細スペック等の内容改善や、資産データベースや購入システムとの連携を強化するには、専任のスタッフ
増強が不可欠です。
・　2014年度は、OCOOSのメンテナンスに関して、現場におけるメンテナンスのための潜水（10日毎）、キャリブレー
ションや修理、関連当事者や地元機関から出された許可証の更新等を行いました。また現地サポートや管理上のサ
ポートを含むサービスを、既存ユーザーに提供するとともに、潜在的なシステムユーザーからも要望を受け付けまし
た。
・ 　新規採用された教員や第1研究棟や第2研究棟から移動となる教員がリーダーとなる研究ユニットのために、第3

研究棟では、組織培養ルームや化学ラボを含む新たな共用研究スペースが計画されました。
・ 　OISTと沖縄プロテイントモグラフィー（OPT）（OIST初のベンチャー）による、「研究施設外部利用契約」が締結され
ました。この契約を締結するために、OTCは以下のように「基本方針・ルール・手続き」（PRP）の条項を改訂しました。
PRP　4.9　研究設備及びサービスの学外への提供
PRP　21.3.7　内部コスト管理委員会
・　本件に関する本学の方針は、CRAC（コモンリソース諮問委員会）閉鎖を受けて変更されました。諮問委員会を複数
設置するのではなく、リサーチサポートディビジョン（RSD）のセクションリーダーが、教員「サイエンス・アドバイザー」と
協力し、ユーザーのニーズや意見を調整することにより、研究資源の運用や編成を改善していくという新たな仕組みが
構築されつつあります。（2014年度には、電子顕微鏡4基、質量分析計1基が購入され、電子顕微鏡と質量分析計そ
れぞれにつき1名、計2名の技師を追加雇用しました。）
・　新規の高性能計算機（HPC）の入札・購入が行われ、現在委託プロセスが行われているところです。OISTの高度
化するHPCニーズに対応するには、既存の演算処理能力の数倍、保存能力は3倍のシステムが新たに必要となって
います。この新しいシステムは、2015年3月中旬から利用可能となりました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

（研究評価の実施）
 研究評価については、機構による先行的研究事業において、世界の著名な科学者等

からなる外部の評価委員会が、世界的に最も高いレベルの基準に基づく評価を行って
きました。本学においても、その評価手法を引き継ぎ、研究の成果、独自性、今後の可
能性やその他の要素について、公平性と透明性の確保を重視した基準により、厳格な
評価を実施し、教員の昇進や任用継続の判断等に活用します。（平成26年度に評価を
予定する研究ユニット数： 8ユニット）
 評価結果については、研究事業に投じられた公費について国民に対する説明責任を

果たす観点から、その概要について、結果の活用後できるだけ速やかに公表します。

（研究評価の実施）
・　2名の教員はそれぞれ権威ある賞を受賞いたしました。山本雅教授は日本癌学会より吉田富三賞を受賞、新竹積
教授は、光学・量子エレクトロニクスでの業績により公益社団法人応用物理学会（JSAP）賞及び、第16回光・量子エレ
クトロニクス業績賞（宅間宏賞）を受賞いたしました。加えて、事業開発・技術移転セクション主任の市川尚斉博士は、
日本植物細胞分子生物学会より技術賞を受賞いたしました。マリンゲノミックスユニットの安岡有理博士研究員は、東
京大学での博士号論文により、井上研究奨励賞を受賞し、佐藤矩行教授のマリンゲノミックスユニットのメンバーはラ
イフサイエンス統合データーベースセンター（DBCLS）によりオープン・サイエンス・アワードを授与されました。また、ロ
バートシンクレア教授の数理生物学ユニットに所属する井上潤博士は、オープン・サイエンス・アワードのウェブ部門で
3位となりました。最後に、研究安全セクションの金本絵里さんは、研究実験施設の安全教育におけるアジア会議
(Asian Conference on Safety and Education in Laboratory)において、最優秀ポスター賞を獲得いたしました。

教員主導の７つの研究ユニットの評価を実施しました。その内、6研究ユニットについては、国際的に認知されている各
分野のエキスパートで構成されている外部委員会によって評価され、残る1研究ユニットは書面による外部評価に基づ
き、内部委員会によって評価が行われました。6研究ユニットは、傑出している（上位5％）もしくは優れている（上位
10％）という評価がなされました。そして、残る１研究ユニットは良い（上位15％）と評価されました。これらの7研究ユ
ニット全てに資金提供の継続を推奨されました。
2名のテニュアトラック教員の評価も行われ、国際的に認知されている専門分野のエキスパートからのサポートレター、
学長による審査、学園理事から構成される学術・研究委員会による審査及び全理事会員からの支持を得て、1名が推
薦されました。

・　研究ユニット及びテニュアトラック教員の評価結果についてウェブ上で公開する準備が完了しました。

1.3 教員募集

4 これまでに実施した教員採用の結
果は、優れた教員を巡る国際的な
競争において、本学が世界トップ
クラスの大学・研究機関に伍して
いけることを示しています。次段階
の教員採用では、特定分野での
経験が豊富な研究者、及び学際
的研究を進める将来性を持った若
手研究者を含め、国内外の卓越し
た研究者を対象とします。日本人
と外国人のバランスも考慮しま
す。

 将来的な拡充に向けた議論を踏まえ、次段階の教員採用のあり方を検討します。そ
の際、大学の認可申請審査の際に指摘されたように、学際的研究とアカデミックプログ
ラムのバランスを考慮します。
 第3研究棟や他の場所に、教員の研究活動に合うスペースを提供し、新規採用の教

員の円滑な着任を図ります。

- ・　教員採用については、生物学、コンピューターサイエンス、海洋科学、医学物理学等の分野で、少なくとも7名の候
補者の選考が進行中です。医学物理学の選考は完了していますが、採用には至りませんでした。
・　教員の研究活動をサポートするため、第3研究棟のA階を実験および研究機器の設置スペースとしました。

A

1.4 世界的連携

5 世界の科学コミュニティとの緊密
なネットワークの構築に向けた取
組を継続し、他大学や研究機関と
の連携協定の締結やワークショッ
プの開催等を通じて、国際的な知
名度の向上を目指します。

協力関係を強化します。（再掲。１.１ 参照）

を拡大するため、引き続き、国際性に富んだ世界的にもトップレベルの国際コース又は
国際ワークショップを開催します。また、世界規模の国際ワークショップを本学に招致
し、本学の研究者や学生が他の研究者とネットワークを構築する機会を拡大します。新
たに着任した教員の要望に応じ、平成26年度におけるイベント数は増加する見込みで
す。ワークショップや会議の数は増加しますが、広報ディビジョンにおいて、参加者に対
する旅費支援の低減、他の機関からの資金援助や、宿泊の手続を更に効率化し、各
ワークショップに係る経費を減らすよう努めます。

の学部学生等を対象とした滞在型の研究室体験コースを開催します。

れ、研究ユニットにおいて実践的なトレーニングを提供します。

 大学や研究機関
等との連携協定の
数
 国際ワークショッ

プ及びコースの数
 ワークショップ・

コース・セミナーへ
の参加者数
 国内外の大学よ

り受け入れた学生
数

・　引き続き、世界中の大学との連携関係の構築に取り組んでおり、新たにクワズールー大学ネイトル校、スタンフォー
ド大学、テキサス大学オースティン校、およびハワイ大学ハワイ自然エネルギー研究所と連携協定の締結を現在進め
ています。
生物研究支援セクション（BRS）では、生体イメージングを対象とした国内の組織間ネットワーク創出に向けた協議（基
礎生物学研究所が主導）に参加しています。これは、顕微鏡検査法のトレーニングコースおよび/またはシンポジウム
の共同開催やEuro-BioImaging（欧州分子生物学研究所が主導）との連携を目的としています。
生物研究支援セクション（BRS）は、米国ABRF（分子生物学資源施設協会）に参加し、同協会を他のABRF国際メン
バー（米国外）に国際展開するための協議に参加しています。これは、海外の研究資源の運用管理を改善するための
措置となっています。

添付資料#1.4-1_学術交流協定一覧

・　コンファレンス・ワークショップ・コミッティによる厳格な審査を経て認められた世界トップレベルの水準を保つ12件の
OISTワークショップと7件のミニシンポジウムを開催し、計571名が参加しました。

リサーチ・インターン：学年暦で平成25年度中に登録し平成26年4月からインターンシップを開始したリサーチ・インター
ンが43名、平成26年の新学期開始のリサーチ・インターンが41名、合わせて84名のリサーチ・インターンを平成26年
度に受け入れました。（インターンシップを平成25年度に開始し、平成26年度中に終了したリサーチ・インターンの人数
は含めていません。）（国内からの6名を含みます。）
大学院生や学部生はOISTで開催されている国際ワークショップおよび国際コースに参加することができます。

A
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

1.5 産学連携の推進

A（研究交流・共同研究)

・　事業開発セクションおよび技術移転セクションは、産学連携や知的財産権利化の機会を促進することに注力しまし
た。
- 連携協定及び研究契約を継続分も含め、合計18件締結しています。
- 大手企業との機密保持契約が締結され、さらに新規の委託研究の準備を整えました。上記の大手企業の研究者と
学内の研究者との情報交換が行われ、グループ企業の研究開発部門との連携の機会を模索しています。
- 2014年度の実績として、連携・共同開発の可能性を検討するため、新たに民間企業55社と議論を行いました。
- 新たに34件の特許出願を行いました。
- ソニーCSLとの再生エネルギーに関する連携はさらに強化され、第二回国際シンポジウムを開催し、111名の国内外
の専門家がOISTに集まり、同分野での将来的な連携の可能性について議論を行いました。（知的・産業クラスター形
成に関連するセクションも参照ください）

添付資料#1.5-1_受託研究等及びイベント

・　研究者の発明を基にした、起業家活動を支援する仕組みとして下記を行いました。
（１）技術開発に向けた外部資金の特定、申請、管理を支援（文科省START事業など）
（２）OIST知財のベンチャー企業への技術移転に向けた、ライセンス契約の条件を整備
上記の結果、スコグランド教授の発明を基とした、OISTベンチャー第一号「沖縄プロテイントモグラフィー株式会社」が
設立されました。

・　OISTは研究者の発明を基にした、起業家活動を支援する仕組みとして「事業化可能性評価委員会」を招集し、研
究者より開示された発明と事業計画の評価を行うため、評価委員会による会議を13回開催しました。
・　起業家育成および学生の起業家教育のため、第二回となる、起業家人材育成プログラムを開催しました。今回は、
OIST、琉球大学、沖縄高専の学生（9名OIST、5名他機関）を対象としたプログラムを行いました。3か月のプログラム
期間中、デザインシンキングやビジネスアイディアのピッチ（プレゼン）について学び、また国内の起業家や投資家から
メンタリングを受けました。

添付資料#1.5-2_特許状況

・　 （再掲）OISTと沖縄プロテイントモグラフィー（OPT）（OIST初のベンチャー）による、「研究施設外部利用契約」が締
結されました。この契約を締結するために、OTCは以下のように「基本方針・ルール・手続き」（PRP）の条項を改訂しま
した。
PRP　4.9　研究設備及びサービスの学外への提供
PRP　21.3.7　内部コスト管理委員会
・　ビジネスイベントや会議への参加をとおして、重点産業分野が特定され、企業との情報交換が行われました。第2回
の知的・産業クラスター形成に関する国際ワークショップの成果等を踏まえ、持続可能なエネルギー管理システムに関
連するオープン・エネルギー・システム（OES）技術の発展を目指し、ソニーCSLと第2回目の国際シンポジウムを共催
しました。111名の国内外の専門家が参加した本シンポジウムは、特定の技術分野における産学連携を促進する試み
でもあります。このシンポジウムをきっかけとし、産学連携へ向けた数多くのコミュニケーションが一層深まりました。
・　研究者の発明の商業的可能性について、助言を得るために、外部専門家や経験豊かな起業家のネットワークを構
築しました。今年度は6名の専門家を招集しました。
・　 BioJapanへの参加は４度目となります。BioJapanへの参加は非常に有効で、国内外の民間企業とコンタクトを取
ることができました。ナノテクジャパン（平成27年1月）にも引き続き参加しました。ナノテクジャパンではソーワン教授の
プロトタイプの展示を行いました。展示会でマッチングや情報交換を行った企業とは、研究連携の可能性を引き続き検
討しています。
・　研究員の相互インターンシップ研修について大手製薬会社に続き、大手診断測定器製造企業とも検討を始めまし
た。
・　文部科学省の補助事業である大学発新産業創出拠点プロジェクトを無事終了させ、OIST知財を基としたベン
チャー企業、沖縄プロテイントモグラフィー株式会社を設立しました。
・　「知的クラスター事業」、「知的産業クラスター事業」、「バイオ産業活性化支援事業」、「亜熱帯・島しょ型エネルギー
基盤技術研究事業」の下、民間企業と県内学術機関とのプロジェクト4件が継続して行われました。加えて「知的産業
クラスター形成推進事業（ベンチャー創出支援事業）」をはじめ、沖縄県の助成を受け新規共同契約事業が3件開始さ
れました。研究分野には、化学、海洋生物学、植物生物学、システムバイオロジーが含まれます。「バイオ産業活性化
支援事業」では、泡盛醸造所から出る廃液の浄化を工場に隣接した現場において成功し、評価委員会から高い評価を
得ました。この微生物燃料電池技術を用いて、畜産場から出る廃棄物を処理するために、県内機関との連携を進めて
います。

（研究交流・共同研究)

 研究者の相互訪問や市場・産業ニーズ分析等の取組により、引き続き、大手企業とベ
ンチャー企業の双方を含む産業界との研究交流や共同研究を推進します。
 本学の研究者の発明に基づく起業活動を促進します。
 基礎研究を追求しつつ、起業や特許取得に向けた活動を奨励する環境を確立するた

めに、規則や規程を策定します。
 「起業家精神育成ワークショップ」について、琉球大学や沖縄工業高等専門学校、沖

縄県、県内の農業教育研究機関等の県内関連機関と連携し、実施します。
 引き続き、本学が保有する先端的な研究設備・機器について、ウェブサイト等を通じて

広く情報提供を行い、他大学や企業の研究者との供用を促進します。（１.２を参照）
 第２回の知的・産業クラスター形成に関する国際ワークショップ（平成24年3月開催）や

平成26年1月に開催したオープン・エネルギー・システム国際シンポジウムの成果及び
外部の専門家からの意見を踏まえ、ターゲットとなる産業分野を定め、企業との間で効
果的なコミュニケーションを展開します。
 本学の研究者の発明に係るビジネスプランの作成や事業開発を支援する外部の有識

者のネットワークを強化します。
 特定の企業との交流や「バイオジャパン2014」や「ナノテクジャパン2015」等の産業イ

ベントを含む国際的なイベントを通じて、本学の研究者による研究成果と産業界のニー
ズとのマッチングを促進します。
 将来性の高い企業研究者との双方向の研修プログラムを検討します。
 文部科学省が実施している大学発ベンチャー創設の実現可能性研究を支援する

「START(大学発新産業創出拠点プロジェクト)」の下、産業界のパートナーと協働で研
究プロジェクトを推進します。

 沖縄県が実施している「知的クラスター形成に向けた研究拠点構築事業」、「バイオ産
業活性化事業」及び「亜熱帯・島しょ型エネルギー基盤技術研究事業」の下で、本学は、
沖縄の生物資源を活用した研究開発や新エネルギー供給システムの研究開発等、県
内ベンチャー企業や学術機関等との共同研究５件を引き続き実施します。また、それら
の事業による学術的会合やシンポジウムにも積極的に貢献していきます。
 沖縄県との共同研究プログラムの下、新たな連携の機会を提案します。

事業数(連携協定、
共同研究契約、特
許活用件数等)

6 研究から生み出される成果を社会
に還元するよう努めます。平成23
年度に企業との連携協定を初め
て締結し、また平成25年度には他
の大規模な企業と新しく連携を結
ぶことができました。また、エネル
ギー、ナノテクノロジーや創薬等の
分野での共同的な研究開発プロ
ジェクト等を通じて、産業界との連
携を拡大してきました。引き続き、
産業界との連携を維持・強化する
とともに、研究成果から創出される
知的財産を適切に管理･活用しま
す。これらの活動は、沖縄におけ
る知的・産業クラスターの形成にも
貢献します。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

（知的財産管理）
 研究成果について有益な特許となる可能性等を検討するため、学外有識者を含む委

員会を設置するとともに、英語での特許申請や本学の研究分野に専門性を有する弁理
士を活用する等、外部の専門家の知見を有効に活用することにより、効率的かつ戦略
的な知的財産管理を行います。
 新たな知的財産マネジメントシステムによる効果的な特許管理を強化します。
 知的財産の保護・権利化を積極的に進めるため、引き続き、研修の機会の提供等に

より、教員やポスドク等の意識啓発に努めます。

（知的財産管理）
・　発明評価会議及び新たに導入された特許出願プロセスは順調に運用が進められ、発明評価と34件の特許出願を
行いました。新たに特許分野における経験豊富な外部有識者2名が 既存の有識者ネットワークに加わりました。
高い専門性と英語力を持つ、米国特許代理人と契約を新たに結び、OISTの専門家ネットワークに加わりました。

添付資料#1.5-2_特許状況

・　技術移転セクションでは、発明開示と特許関連のやり取りの増加に効率的に対応するために、知的財産案件管理
システム（Sophia）を国内の大学で始めて導入し、順調に運用を進めています。
（http://www.wellspring.com/sofia）
システムの特徴は、イノベーションの全プロセス（技術探索からライセンシングまで）を管理でき、さらに資料や担当者
管理も行うことができます。
・　米国のコロラド州立大学技術移転機関CSU Venturesの協力を受け、学内研究者を対象に知的財産セミナーを開
催しました。また、米国特許代理人による特許セミナーを開催し、教員や研究者の知財活用に関する理解を深めまし
た。

（更なる知的・産業クラスター形成に関連する活動）
・ 研究を総括するプロボーストの下で行われる知的・産業クラスター形成の推進に関連
した基礎研究について（1.2も参照）、それぞれの研究分野において設置される運営委
員会の助言に基づく予算支出状況や研究実施状況を監督する機能を強化します。
また、知的・産業クラスター形成に関連する政策やプログラムについて関係機関との連
絡・調整等を担う機能を強化します。
・ 平成24年に行われた第2回知的・産業クラスターの形成に関する国際ワークショップ
で得られた提言の実施状況についてモニタリングを行い、取組を加速し、県内経済団体
等の関係者と共有します。「経済財政運営と改革の基本方針」及び上記の国際ワーク
ショップの結果を受け、知的・産業クラスター形成において本学が重要な役割を担うこと
が期待されることから、平成25年度に引き続き、産学官の関係機関及びクラスター形成
に関する専門家からなる沖縄R&Dクラスター推進組織設立準備タスクフォースにおい
て、事務局機能を提供するとともに、議論を牽引します。
 過去2回の知的・産業クラスター形成に関するワークショップ及び科学技術を促進する

ためのシンポジウムに続き、沖縄や本学に関連した特定のテーマを中心とした産学官
のワークショップを企画します。

（更なる知的・産業クラスター形成に関連する活動）
・　知的・産業クラスター形成の推進に関連した基礎研究について、それぞれの教員と密に連絡を取りながら、予算支
出状況や研究実施状況の監督を強化しました。
平成26年度、学園根拠法に規定されている設立の目的である沖縄の自立的発展への寄与を反映し、知的・産業クラ
スターの形成推進のために、沖縄の自立的発展担当オフィスを立ち上げました。沖縄の自立的発展担当オフィスは現
在知的・産業クラスター形成のための活動の中心となっています。
当オフィスでは、ステークホルダー間のコミュニケーションと調整を強化するために、以下の職員を追加しました：知的・
産業クラスター形成に関する新事業の企画・運営を行う准副学長、戦略的なパートナーシップのサポートや十分なバイ
リンガルコミュニケーションのためのコーディネーター、そしてイノベーション、産業、市場や経済に関するデータ集積や
分析のためのプロジェクトアシスタント。
・　知的・産業クラスター推進組織設立のためのタスクフォース（以後「知的・産業クラスタータスクフォース」）が全員出
席の会議を開き、沖縄における世界的に優位性のある知的・産業クラスターの形成、発展、そして持続可能性を推進
する、自律した推進組織を特色付けるために、サブワーキンググループで取り組みました。
- OISTは継続して事務局を務め、タスクフォース活動のサポート強化のために新職員（詳細は前述）を追加しました。
- 知的・産業タスクフォースは会議を開き、自立した知的・産業クラスター推進組織の基本概念を特色付けるために、
サブワーキンググループで話し合い、中間報告をまとめ、平成27年度に新組織設立へ向けての新たな計画を立てまし
た。
・　第2回の知的・産業クラスター形成に関する国際ワークショップの成果等を踏まえ、持続可能なエネルギー管理シス
テムに関連するオープン・エネルギー・システム（OES）技術の発展を目指し、ソニーCSLと第2回目の国際シンポジウ
ムを共催しました。これは、特定の技術分野における産学連携を促進する試みでもあります。このシンポジウムをきっ
かけとし、産学連携へ向けた数多くのコミュニケーションが一層深まりました。

第２章　ガバナンス及び業務運営の透明性・効率性に関する事項

2.1 ガバナンス及び業務運営体制

7 （基本的な運営）
 定例の理事会を5月、9月、2月に、定例の評議員会を5月及び2月に開催します。5月

の理事会においては、平成25年度の業務の実績を報告し、評価を行います。10月下旬
に、多くの理事及び評議員並びに監事の任期が満了になることから、新規及び継続す
るメンバーの任命に関して、資質や本学の運営に関する貢献も踏まえ議論をし、適切な
手続きを行います。
 理事会及び評議員会は、その機能を十分に発揮するため、委員会（分科会）を設置し

ました。分科会の活動について、十分な事務的サポートを行います（理事会には、運営
委員会、事業・財務委員会、研究・学務委員会、監査・コンプライアンス委員会及び地域
連携に関する特別委員会を、評議員会には、大学運営分科会、予算・会計分科会、学
術・研究分科会及び沖縄の自立的発展分科会を設置。）。なお、理事会及び評議員会
の審議は、引き続き、ウェブ・電話会議システムを活用し、効率化を図るとともに、遠隔
地の理事・評議員の積極的な参加を促します。
 理事長・学長は、引き続き、学園及び大学院大学の日常的な業務運営の全ての面で

リーダーシップを発揮し、事業計画を着実に実施します。
 監事は、引き続き、事前に作成する監査計画に基づき、内部監査や会計監査とも連

携しつつ、予算執行、調達・入札、法令順守の状況を始め、業務全般について厳格な定
期監査を実施するとともに、必要に応じて、臨時の監査を行います。監事は、引き続き、
適切な形で中立性を維持しつつ、担当副学長を通じて、他の役員や幹部職員との効果
的なコミュニケーションを図ります。監事には、その活動に必要となる十分な情報及び人
的サポートが提供されます。監査結果については、理事会での報告等を通じて、その後
の業務運営に反映します。

- （基本的な運営）
・　定例の理事会を5月、10月、2月に、定例の評議員会を5月及び2月に開催しました。5月の理事会において、平成
25年度の業務の実績を報告、評価を行った後最終報告書が内閣府に提出され公開されました。その他5月理事会及
び評議員会では、新理事の選任（理事会）・監事の任命（理事会）が行われ、マスター・プランナーの任命に関する報
告、「枠組み文書II」（案）の提示、2022年までの建設計画が述べられました。10月の理事会に於いては、数々の審査
や議論の末の「枠組み文書II」 及び「成果報告2014年」の発行が報告されました。また、人事に関しては、理事及び評
議員の再任、監事の選出という重要な決定を行った上、沖縄の自立的発展オフィスの新規設立、また5名の新教員任
命に関して発表しました。
・　理事会及び評議員会の審議は、引き続き、ウェブ・電話会議システムを活用し、効率化を図るとともに、遠隔地の理
事・評議員の積極的な参加を促しました。
・　理事長・学長は、引き続き、学園及び大学院大学の日常的な業務運営の全ての面でリーダーシップを発揮し、事業
計画を着実に実施しました。
・　平成 26年度の本学の業務運営の状況について、平成26年9月、12月及び平成27年3月の3回の定期監査を実施
しました。毎回の定期監査の実施結果については、報告書を作成し、学長等に説明を行うとともに、関係する各VPに
も伝達し、業務運営の改善を促しました。
平成26年度を通じての監事の監査報告は、5月に開催されるBOG及びBOCに提出を予定しています。
また、監事は、定期監査の活動以外に、VPACとの定例ミーティングを通じて、また、必要に応じて学長、プロボースト
及び各VPから業務運営の状況を聴取し、本学の運営状況について把握に努めています。

A学園では、国内法人の伝統的な
在り方とは異なり、学園法及び学
園の寄附行為に基づき、学外理
事を中心として理事会を構成して
います。このような理事会は、学
園及び大学院大学の業務運営に
関し、最終的な責任を負います。
また、評議員会は、地域社会の声
を含め、幅広い意見を学園及び大
学院大学の業務運営に反映させ
ます。これらの二つの合議体が、
法令及び学園の寄附行為に基づ
き、学園における透明で効果的な
ガバナンスを確保するために重要
な役割を担います。これに対し、理
事長・学長は、事業計画の実施に
ついてリーダーシップを発揮し、理
事会及び評議員会に対し説明責
任を果たします。このように、理事
会及び評議員会と理事長・学長と
の間の関係を適切に保つことに
よって、特色あるガバナンスを実
現します。また、学園の監事は業
務運営の適切性・効率性が確保さ
れるよう厳格な監査を行います。

事業数(連携協定、
共同研究契約、特
許活用件数等)

6

8 



目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

（将来の拡充に向けた計画の検討）
 理事会において、教員300名規模に向けた短・長期的な学術・研究・教育活動の拡充

のための枠組み案を作成します。
 理事会メンバー及び執行部メンバーから構成される計画委員会において、教員300名

規模に向けた基本構想(サイト・マスタープラン)を検討します。また、本計画の作成支援
を外部の専門家に依頼します。

（将来の拡充に向けた計画の検討）
・　教授300名規模へ向けた拡充の具体的なビジョンとして「枠組み文書II」を発行しました。この文書には2023年を目
途として大学の規模を現在の2倍に拡充（教授100名）していくための計画について詳細に説明されています。「枠組み
文書II」は、大学拡充へ向けた正式な指標を示す文書として、理事会ヴィーゼル議長からのレターを添えた上で山本大
臣に贈呈されました。
・　教授300名規模のマスター・プラン作成を担当するマスター・プランナーには、2014年5月にペリ・クラーク・ペリが選
ばれ、第4・第5研究棟の立地場所の決定を最優先に進めました。選定後、理事会将来計画委員会はマスター・プラン
ナーと詳細に渡る議論を継続して行い、2014年12月末にマスター・プランの完成版が提示されました。

8 引き続き、世界水準の国際的な大
学院大学の効果的な運営に相応
しい事務組織の構築に努めます。
また、予算執行及び業務運営につ
いて国への説明責任を果たすた
めに、内閣府と密接なコミュニケー
ションを図ります。

- A

2.2 予算配分と執行

9 国による補助金を始めとする予算
の執行について、国やその他の資
金提供者、更には国民に対する説
明責任を果たすため、引き続き、
適正かつ効果的な予算の配分及
び執行を実現する手続や体制を
活用します。特に一般管理費につ
いては、効率的な予算の執行によ
り抑制を図ります。

 引き続き、予算配分・執行の単位となる予算単位を組織構成と整合性のとれた形で設
定し、本事業計画の実施に必要な予算を各予算単位に配分します。
 各部署に配置された予算を分析する担当者に対して継続的なトレーニングを行うこと

により、予算配分・執行状況報告のプロセスを強化します。また、施設整備費補助金を
含め、適切かつ一体的な予算管理を確保するため、毎月、予算の執行状況について確
認するための内部会議において理事長・学長に報告を行います。さらに、内閣府に対し
ても、毎月、予算執行状況を報告します。
 科研費等の競争的資金等については、引き続き、研究担当の副プロボーストの下で、

会計担当部署とも連携しつつ、それぞれの資金のルールに則った適切な管理を行いま
す。
 一定額を超える個々の支出について、コンプライアンスを担当する副学長が審査する

こと等を含め、引き続き、法令や内部規則等を順守して予算執行の手続きを行います。
 適切な契約・調達及び会計事務を行うため、コンプライアンスを担当する副学長の下

で内部監査を実施するとともに、国の機関等が行う研修への継続的な参加等を通じて、
担当職員の育成に努めます。
 入札・契約に関して適正な実施を確保するため、外部有識者による委員会において、

学園が締結した契約の点検・見直し等について審議を行います。また、大型研究設備・
機器の購入に当たっては、内部規則に基づき、その都度、外部の有識者を含めた委員
会を設置し、同委員会により仕様書の審査を行う等、公正かつ透明な調達の実施に万
全を期します。
 コモンリソース諮問委員会(CRAC)は、引き続き、共有・共用機器の提案について評

価し、共有資源に関する最も効率的な予算利用を学長に提言します。
 大規模かつ先端的な教育研究機器の導入について、リース契約を活用し、適切に管

理します。リース契約の期間は4年以内とします。（なお、平成26年度の新たなリース契
約については、今後、調達に際し、対象機器の費用対効果等の観点から検討することと
します。）。

- ・　引き続き、予算配分・執行の単位となる予算単位を組織構成と整合性のとれた形で設定し、本事業計画の実施に
必要な予算を各予算単位に配分しました。
・　各部署に配置された予算を分析する担当者に対して継続的なトレーニングを行うことにより、予算配分・執行状況報
告のプロセスを強化しました。また、施設整備費補助金を含め、適切かつ一体的な予算管理を確保するため、毎月、
予算の執行状況について確認するための内部会議において理事長・学長に報告を行いました。さらに、内閣府に対し
ても、毎月、予算執行状況を報告しました。
・　科研費等の競争的資金等については、研究者およびリサーチアドミニストレーター向けに適切な執行のためのセミ
ナーを行い、また会計担当部署とも連携しつつ、それぞれの資金のルールに則った管理が行われました。
・  一定額を超える随意契約について、その内容がほぼ類型化してきたので、500万円未満の購入案件はコンプライア
ンスセクションリーダーが、500万円を超える案件はさらにアドミニストレイティブ・コンプライアンス担当の副学長
（VPAC）と同准副学長（AVPAC）及び学内の委員会がその適切性を審査しました。随意契約の上限額について、調
達方法の効率化とリスク管理の観点から、昨年度と同額の500万円とし、契約金額の削減、契約手続きの軽減等を図
りました。
・  適切な契約・調達及び会計事務を行うため、コンプライアンスを担当する副学長の下で内部監査計画に基づき内部
監査を実施しました。財務省会計センターが開催している政府関係法人会計事務職員研修や九州地区国立学校会計
事務研修に会計職員を参加させ、担当職員の育成に努めました。
・  入札・契約に関して適正な実施を確保するため、外部有識者で構成される契約監視委員会を2回開催し、学園が締
結した契約の点検・見直しについて審議を行い、その助言に基づき、調達の手続きを改善しました。
大型研究設備・機器の調達に関する仕様策定および技術審査委員会は、12回開催されました。
・　コモンリソース諮問委員会（CRAC）は2014年11月に正式に閉鎖され、当該委員会の役割については、今後RSD

セクションリーダーがその任に当たることとなりました。各セクションでは、セクションのRSDリーダーと、1名または2名
のサイエンスアドバイザー（教員）がリーダーを務めます。
新しいリサーチサポートディビジョンの組織管理体制のもと、次年度に向けて、新たな共用・共有研究機器の優先順位
付け及びその申請手順について現在策定中です。
・　昨年度までに契約された既存のリース契約15件については、適切な管理および会計処理に努めました（今年度の
新規のリース契約の実績はありませんでした）。

A

・　 ITサービスの品質改善及び重点的なサービス対象の向上に関するプロセスは2014年度も引き続き行われました。
ITサービスおよびサポート委員会は会議を開き、OISTを短期で訪れるビジターのIT機器使用に関する方針やソフト
ウェア購入を含む様々な案件について協議しました。これらの会議の結果を受けて、「基本方針・ルール・手続き」の情
報技術に関する規定の改訂版が作成され、現在ITサービス・サポート委員会と執行部による検討・承認を受ける段階
となっています。
2014年には、研究者を対象としたクラウド型およびバックアップ用の保存インフラを含む、様々な新しいサービスが展
開されました。ITサービスの開発や改善も継続されています。
ITサポート・サービスのマネジャーが採用され、ヘルプデスク効率化に向けて、既にいくつものITプロセスの検討と修
正を行っています。
特に教員を対象とした、効率化された予算トラッキングおよび管理機能の開発作業が行われました。この機能につい
ては、教員担当学監の協力のもとでテストが行われ、2015年度に実施される予定です。
研究関連プロトコルの申請、検討、承認通知を効率化するために、「電子申請システム（EAS）」が開発されました。こ
のシステムにより、対象プロトコルを、より機密性の高い状態で管理できるようになりました。
「電子キー管理システム」が採用され、管理対象エージェントのセキュリティを高めることができるようになりました。）
・　理事長/学長、副理事長/プロボースト、副学長、教授会議長等による定期的な会合（日常的、週次、月次）を開催
し、情報共有を促進するとともに業務運営の状況を確認しました。運営に関する重要な変更に関しては、学長やその
他適切な幹部から職員に対して説明を行い、研究ユニットの職員に係る職務分類の変更に際しては、学長がオール
ハンズ・ミーティング（全体会議）を開催しました。
教授会の役割について、学校教育法改正に合わせて諸規程を整備しました。
・　4月、7月、11月及び1月に定例協議会及び必要に応じた個別会議を通じて、内閣府との密接なコミュニケーションを
維持しつつ、平成26年度事業計画の実施状況、枠組み文書IIの進捗状況、規模拡充に向けたマスター・プランの検討
状況、平成27年度概算要求、平成27年度事業計画策定等について適時適切に情報共有しました。
また、定例協議会とは別に、概算要求に関する打ち合わせを開催するなど、平成27年度の概算要求に係る打合せを
前広かつ綿密に行うとともに、当初の構想に基づく教員300名規模に向けた検討状況についても適宜共有しました。

学園では、国内法人の伝統的な
在り方とは異なり、学園法及び学
園の寄附行為に基づき、学外理
事を中心として理事会を構成して
います。このような理事会は、学
園及び大学院大学の業務運営に
関し、最終的な責任を負います。
また、評議員会は、地域社会の声
を含め、幅広い意見を学園及び大
学院大学の業務運営に反映させ
ます。これらの二つの合議体が、
法令及び学園の寄附行為に基づ
き、学園における透明で効果的な
ガバナンスを確保するために重要
な役割を担います。これに対し、理
事長・学長は、事業計画の実施に
ついてリーダーシップを発揮し、理
事会及び評議員会に対し説明責
任を果たします。このように、理事
会及び評議員会と理事長・学長と
の間の関係を適切に保つことに
よって、特色あるガバナンスを実
現します。また、学園の監事は業
務運営の適切性・効率性が確保さ
れるよう厳格な監査を行います。

 学生の採用、受入れや研究支援に必要なインフラの拡充を図ります。研究及び事務
部門向けのITリソースの整備も引き続き行います。インフォメーションサービスセクション
とITサービス・支援コミッティとの間で連携が図られるよう努めます。IT関連の調達、サ
ポート、セキュリティに係るポリシーを見直し、サービスの向上と経費の効率化を図りま
す。より充実したヘルプデスクサービスを提供します。また、予算の進捗管理を強化する
ために、ERP（統合業務システム）の運用とレポーティング機能を改善します。
 引き続き、理事長・学長、副理事長・プロボースト、副学長、教授会議長等による定期

的な会合(日常的、週次、月次)を開催し、情報共有を促進するとともに業務運営の状況
を確認します。また、必要に応じてオールハンズ・ミーティング（全員会議）を行います。
 政府機関との連絡調整を担当する副学長の下、内閣府と密接なコミュニケーションを

確保していきます。毎月、予算執行状況について内閣府に報告するとともに、四半期毎
に開催される定例協議会を通じて、内閣府と連絡調整を行い、事業計画の実施状況等
について報告を行います。また、平成27年度の概算要求に係る打合せを前広かつ綿密
に行うとともに、当初の構想に基づく教員300名規模に向けた検討状況についても適宜
共有します。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

2.3 事務事業の効率化

10 業務運営における効率化を図るた
めの取組を継続して行います。

 単価契約や一括
購入による経費の
削減
 学内の研究資材

ストアの利用数の
増加
 競争入札や他の

競争的な手法によ
る契約の比率（件
数及び金額）

A

11 学園の施設・設備を最大限有効に
活用します。 す。

- ・　平成26年度は講堂や他の施設を利用し、イベントが54件開催されました。内訳は、18件が外部イベントで、残り36

件がOIST主催のコンサートや他のイベントでの利用となっています。引き続き、外部利用の促進を図ります。
A

・　研究機器の保守契約管理を共通支援部門に集約し、一括契約および共通部品の一括購入等を促進しました。
・　 単価契約および一括購入による経費削減に取り組みました。
単価契約件数：　27件
・　研究機器の保守契約について、メーカーごとの保守契約の統合化、保守内容の見直し及び価格交渉を行い、コスト
の抑制を図りました。保守契約において、契約先が一つに限られるものは、調達審査委員会の決定を経て随意契約を
行うことにより効率化を図りました。
・　業務マニュアルを整備し、研究者を始めとした職員全てが閲覧できるよう内部的に公開しています。それらの情報
は基本的にすべて日英両方の言語で提供されています。
人事研修担当により開催されている新入職員へのオリエンテーション、および財務事務に関わる職員への実務者研修
により、調達・購買業務についての説明機会を確保しています。また、不定期に必要に応じて説明会等を実施し、業務
手続の詳細やルールの変更、決算スケジュール等を関係者に共有しています。
部署内の担当業務を整理し、また分担の配置換えを行うことで、適材適所を目指した業務体制の構築に努めました。
パーチェシングカードを導入し、クレジットカードによる支払が必要な購入の事務手続を効率化しました。
・　入札・契約を適正かつ効率的に執行するため、外部有識者を含む委員会を設置し、学園が締結した契約の事後的
な点検・見直しを行いました。今年度は第6回（平成26年7月25日）及び第7回（平成27年1月30日）の2回にわたり開催
しました。前回までに委員より寄せられた意見や提言について、契約事務手続きに反映された点、継続して取り組まれ
ている事項について報告を行いました。
内部の委員による調達審査委員会を開催し、52件の契約の点検を行いました。
調達価格が50百万円を超える大型研究機器の購入については、案件毎に、外部有識者を含めた仕様策定委員会お
よび技術審査委員会を設置し、入札およびその準備手続きにおける公平性・透明性が確保されるよう努めました。
委員会の開催件数：12件
一定額以上を支出する契約（工事250万円、物品160万円、役務100万円、リース80万円）について、当該契約に関す
る情報公開を適切に行いました。
随意契約の手続きについては、適正な審査を担保しつつ、決裁ルート、予定価格調書の作成基準金額、契約書の作
成基準金額を見直しすることにより契約手続きを簡素化し、契約業務の効率化を図りました。
コンプライアンスの厳格な確保、業務効率化および他規則との整合性を保つ観点から、基本方針・ルール・手続き28

章の見直しを定期的に行いました。
契約書ひな形（物品売買/役務/リース）の見直しを行いました。
保険契約の見直しによりコスト削減を図りました。火災保険は競争性を高めることによりレートを20%節減しました。
他の研究施設と情報交換を行い、調達職員の知識・スキル、コンプライアンスの向上を目的とする交流を実施しました
（理化学研究所、高エネルギー加速器研究機構、東北大学、情報・システム研究機構、宇宙航空研究開発機構等）。
・　消費税率が変更されたことに伴い、留意点および消費税転嫁対策特措法についての学内説明を実施しました。
・　昨年度に引き続き研究資材や機器の国内外価格比較データを取りまとめ、契約金額の交渉に活用しました。
比較データ追加：121件
＊大型機器や試薬を含む比較データは、全体で155件（昨年度まで34件＋追加121件）
また、集められたデータを活用して交渉を行い、年末の円安傾向による定価上昇を抑制する効果を上げています。

学内研究資材ストアの利用の増加
調達金額: 41,247,376円
（2013年度に比べ16,258,471円の増加）
利用者数: 1,915人(773人の増加)

また文具ストアについても外部委託の準備を整えました（2015年度より開始）。

入札および他の競争的手続きによって締結された購入契約の割合（契約の件数と金額）
契約件数：203(30.9%)　 [2013年度128(31.2%)]

契約金額：7,563百万円(77.1%) [2013年度6,391千円(86.7%)]

 引き続き、研究設備・機器の共用・共有化の推進（１.２参照）や、研究資材や試薬等の
単価契約や一括購入等の取組を継続することにより、研究事業を効率的に支援しま
す。
 研究資材や試薬は価格交渉を行い、コストの抑制を図ります。
 研究機器の保守費修繕費は、メーカーごとの保守契約の統合化、保守内容の見直し

及び価格交渉を行い、コストの抑制を図ります。
 学内のプロジェクトチームにより、事務手続の効率化について見直し、改善をすること

で、事務運営の合理化を図ります。バイリンガルでの制度等の実施マニュアルや研修
ツールの作成等による利用者への明確で分かりやすい説明、組織や業務の分担の見
直しによる事務機能の強化、超過勤務時間の削減等が取組の目標となります。
 学園の契約は、十分な透明性や競争性の確保を原則とし、随意契約によらざるを得な

い場合には、その理由を含め公表する等、契約に関する情報公開を徹底します。同時
に、調達に関する規則等について、効率化や手続の簡素化の観点から、定期的に見直
しを行います。本年度は、随意契約の調達手続きの効率化を図ります。
 消費税率の変更等について、十分な手続きを行うための適切な取組を実施します。
 調達コストの抑制を図るため、研究資材や機器等の国内外の価格比較データを取り

まとめ、メーカー、代理店、業者との価格交渉に活用します。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

2.4 人事管理

A（職員の採用）
 国際的な大学経営を行う上で重要な役職（ＣＩＯ（情報化統括責任者）、事業開発担当

者等）について、引き続き、早期に優れた人材を採用・配置できるよう検討します。特
に、民間からの資金調達関係や今年度設置予定の海洋科学研究センターを統括する
役職が重要となることから直ちに体制を構築します。
 学生関係や研究支援等、新規に立ち上げる業務や拡充すべき業務に対応するため、

内部の人材の活用や組織編成を行いつつ、即戦力となる職員の採用を進めます。特に
OIST等を核とした知的・産業クラスターの形成を推進させるための体制整備や職員の
採用を進めます。
 他方、簡素で効率的な管理部門を実現すべく、国内外の大学等の動向を踏まえつ

つ、教職員数については予算で定められた教職員数の範囲内とし、なおも必要なニー
ズについては外部資金の活用を図るなど適正な管理を行い、組織の肥大化を防ぎま
す。
 職場における多様性を促進し、全ての職種・職位における男女比率を改善するため、

機会均等に関する方針を徹底します。
 男女共同参画委員会を開催し、大学経営全般における男女共同参画の推進、特に女

性研究者・女性職員に対する支援を引き続き実施します。また、多様性に関するタスク
フォースを設置し、理事会への提言をまとめます
 均等な雇用機会を提供するための障壁を取り除き、障がいを持つ方の雇用を促進し

ます。
 利用者のフィードバック及びキャンパスの人口の拡大に基づき、新規採用及び既存の

職員や学生のために、保育サービス、ファミリーサポート、フードサービス、健康・医療サ
ポートや生活におけるニーズのサポートに関連したサービス機能を強化します。子弟教
育の機会を拡げるため、引き継ぎ、地域の学校との連携を図ります。配偶者の雇用機
会を更に拡大するために、沖縄県、雇用サービスセンター（ハローワーク）や潜在的な雇
用者とのネットワークを構築します。

（職員の採用）
・　事業開発に関わる人材など、国際的な大学の運営に重要となるポジションに適格な人材を雇用しました。また、
OIST教職員およびその家族を対象にキャンパスにおいてヘルスケアサービスを提供する臨床心理士2名および医師
1名（2015年度より始業予定）を採用しました。

添付資料#2.4-1_職位毎の職員数

・　キャリアの変更に関心のある研究員らに対し、引き続き学内外で雇用機会の提供を行いました。国際的な経験を有
する新卒採用活動の一環として、複数の国際キャリアフォーラム（シドニー、ロンドン、ロサンゼルス、ボストン、サンフ
ランシスコ）に参加した他、東京で開催された2つのキャリアフォーラムにも参加しました。東京での2つのイベントに関
しては、それぞれ平均100名の学生と接触することができました。
新卒雇用および博士課程の学生募集を同時におこなうため、学生支援セクションとの連携を開始しました。これによ
り、サーチを拡大し、優秀な学生により多くの選択肢を提供することができます（昨年はこのような方法で博士課程の
学生を1名獲得）。
公共職業安定所（ハローワーク）や地元紙の広告を通じて、沖縄出身の候補者に対し新規ポジションの募集をおこなっ
たところ、2015年3月末までに33名の沖縄県出身者の雇用につながりました（事務職全体の雇用率のうち23%）。これ
は、前年2013年度の21名（全体の16%）から大幅な増加となりました。
・　運営管理および研究の両方の領域において人件費番号を付し、慎重に採用活動を行った結果、職員数を一定範囲
内に抑えることができました。

全職員に対する事務部門の職員の比率：26.8%

運営費に占める人件費の割合：25％（決算前のため概算値）

・　職場における多様化を推進するため、男女共同参画に関する文書の改訂をおこない、機会均等の方針を強化しま
した。
OISTにおける男女共同参画に関わる全てのイニシアチブの実施、監督、および評価を総括する男女共同参画担当副
学長を雇用しました（2015年度より就業予定）。学生支援セクションと連携し、雇用担当チームは東京で開催された2つ
のジョブフェアに参加し、科学分野の知識を有する新卒女子を対象とした募集活動を行いました（2015年1月および2

月）。

・　男女共同参画タスクフォースにおいて、OISTにおける男女共同参画の総合的な方針・施策をとりまとめ、学内の周
知を図りました。
男女共同参画委員会を7回開催し、男女共同参画の観点に立ったキャリアパスの推進等、タスクフォースの提言の具
体化を図りました。
・　施設管理ディビジョンのスタッフを新規で2名雇用し、障害者雇用数が増加しました。
・　すべての職員に向けて学内外の仕事および生活に関する支援をおこない、HRのアウトリーチサービスを提供する
ため、スタッフリレーションズ・サービスチームが発足しました。同チームは、計画を策定するためヒアリング調査を実施
しただけでなく、既にOISTカフェテリアのサービスに関する調査や改善措置などのサービスの提供を始めています。保
健センターでは、新たに定期健康診断のフォローアップセミナーの提供を開始したほか、引き続き一次救命処置訓練
やOISTメンバーとその家族を対象とした情報セミナーを提供しています。保健センターが医療・健康管理関連のサ
ポートを提供する一方で、10月には、英語を母国語とする臨床心理士2名と日本人カウンセラー1名により「がんじゅう
サービス」の提供が開始されました。クリニックの医師の採用活動は無事完了し、2014年度内に準備を整え2015年に
バイリンガルの総合診療医が就任する予定です。リソースセンターは、OISTメンバーの配偶者・パートナーを対象に積
極的な雇用支援を行ってきました。同センターは、外国語指導助手（ALT）のポジションに関する情報を得るため、恩納
村、読谷村、北谷町、およびうるま市石川の教育委員会に働きかけているほか、人材派遣会社の代表者と雇用機会
について話し合いを持ちました。また、ビザ関連書類（「資格外活動許可申請書」）の作成補助も行っています。さらに、
リソースセンターのウェブサイトを作成し求人情報を掲載しているほか、ファミリー・オリエンテーションで就職の可能性
について紹介を行い、求職者に個別に関連情報を送り、OISTメンバーの配偶者複数名にハローワークを紹介しまし
た。8月にチャイルド・ディベロップメント・センターの収容可能児童数が倍増したことに合わせて、リソースセンターは公
立学校およびインターナショナルスクールのリストを公開しました。

12 国際的に競争力のある処遇や教
育訓練の機会を提供することによ
り、大学院大学の目的達成に不可
欠な優れた人材を獲得し、維持し
ていきます。それと同時に、国によ
る高水準の財政支援により運営さ
れる法人として、教職員の総人件
費の抑制により一層努めます。ま
た、職員の給与水準については、
「特殊法人等・独立行政法人の給
与水準の見直しについて（平成24
年12月7日閣僚懇談会）」の指摘も
踏まえた取組を引き続き着実に進
めるとともに、「特殊法人等におけ
る役職員の給与について（平成25
年11月22日内閣官房行政改革推
進本部事務局）」に対する取組を
具体化し、納税者の理解が得られ
る合理的な水準とし、それらに関
する説明責任を果たします。

 職位毎の職員数
(職種、国籍別、性
別)

 全職員に対する
事務部門の職員の
比率
 運営費に占める

人件費の割合
 職員の給与水準

（職種別の平均給
与）
 研修の受講職員

数
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

 （処遇・給与水準）
 給与体系、年度評価及び職務等級制度を再検討し、改善します。その際、国家公務

員や国内外の大学・研究機関等の給与水準の動向等を踏まえます。また、「特殊法人
等における役職員の給与について（平成25年11月22日内閣官房行政改革推進本部事
務局）」に対する取組を具体化し、実行します。
 職員、学生やその家族など、より多くの人が本学に来訪するにあたり、ビジター・サ

ポート・プログラムなどの提供サービスの拡大に向けた新たなシステムの導入を検討し
ます。(５.２参照)

 キャンパス内宿舎（ビレッジゾーン）の整備に合わせて、家賃や住宅手当を見直し、必
要に応じて改定を行います。

（処遇・給与水準）
・　給与体系、年次評価、および評語制度の見直しおよび再構築を行った結果、評語分配に柔軟性を持たせた３段階
の評語、管理職と専門職両方の方向性を確保した複線型の人事制度、評語およびメリット昇給におけるジェンダーバ
ランスを図るためのガイドラインが導入され、年次業績評価において実施されました。以上の整備は、これまでと同様
に国内外の公務員や学術機関の職員の給与水準等を参考にしつつ行われました。さらに、「特殊法人等における役
職員の給与について（平成25年11月22日内閣官房行政改革推進本部事務局）」を踏まえて、総人件費抑制に向けた
報酬検討等の取組を具体化し実施しました。

添付資料#2.4-2_職員の給与水準

・　職員や学生、その家族を迎えるにあたり、リソースセンターでは、新たな生活サポートプログラムを策定し、また、社
会・家族イベントを考案しました。それに加え、2名のスタッフが常駐する「レジストレーション・デスク」が2月に開設し、
OISTスタッフと非スタッフの両方に対して支援を提供しています。（5.2を参照）
・　家賃や住宅手当の包括的な見直しは、平成27年度に第1期キャンパスハウジング整備が完成次第、行うこととしま
した。

（研修・業務実績評価）
添付資料#2.4-3_研修の受講職員数

・　平成23年度に策定された研修計画を基に、平均毎月3回のペースで計56回の研修をおこなった結果、686名の参
加者がありました。新たに14の研修コースが導入され、2015年3月末までの間に計186名が参加しました。これらの新
規セミナーは主に、口頭および書面による理論的なコミュニケーションの方法と英語でのライティングスキル向上など
を中心テーマに据えたものでした。最も参加率の高かったマイクロソフトエクセルとアクセスのセミナーには、多くの財
務管理スタッフおよびリサーチアドミニストレーターが参加しました。
全職員に受講が義務付けられたコンプライアンス研修（アドミニストレイティブ・コンプライアンス部門主催）について
は、月次で新入職員向けの研修を実施しました（12回、研修参加者数179名）。さらに、文科省の「研究機関における
公的研究費の管理・監査のガイドライン」（平成26年2月18日改正）の基準に沿うよう研修教材を改訂し、全教職員向
けに平成27年3月からe-learning研修を開始しました。
・　新たに導入した複線型の人事制度は事務職員に対して専門職へのキャリアを積むにあたって魅力的な選択肢を提
供するものです。また、キャリア開発に役立つさまざまな研修の機会を提供しました。その中には、マナー研修や、マイ
クロソフトの使い方ならびにコミュニケーションの方法などをテーマとした研修、学生向けのセクハラ研修、健康管理
法、基本的なライフサポート、英語のメールの書き方などが含まれます。また、メンタルヘルスや、税申告、安全運転、
サイエンス・ライティング、英語に関するその他のセミナーも開催しました。
・　新規雇用職員に対し、より完成度の高い充実したオリエンテーションと新人研修を引き続き行いました。平成26年
度は、既存のオリエンテーション・プログラムの内容強化に重点的に取り組みました。新たに「がんじゅうサービス」と職
員向けのサービスが導入されたほか、学長あるいは他の幹部職員による歓迎挨拶が定期的なプログラムの項目とし
て新規職員向けオリエンテーションに組み込まれるようになりました。
・　英語講師を1名新規で雇用しました。今年度OISTでは、9つの英語コースが提供され、総受講者数は231名でした。
研究科との協力のもと開催されたサイエンス・チャレンジ・ワークショップでは、補完的コースとして22名の学部生に対
し英語のトレーニングを提供しました。また、渡米を控えた名護高校の生徒3名に対し、プレゼンテーション技能の向上
に役立つ授業を行いました。その他にも、完ぺきなEメールの書き方（Write Perfect Email）を教授する研修セミナーを
2度開催し、80名が参加しました。日本語クラスの2014年度の総受講者数は248名でした。日本語クラスは1~4月、
5~8月、9~12月の3期に分けられ、初級が6クラス、中級が2クラス、上級が1クラスの他、サバイバルコース、漢字クラ
ス、ストーリーライティングのコースが提供されました。11月から新しい講師が加わり、日本語プログラムは現在3名の
講師がそれぞれコースを担当しています。
・　報酬検討委員会（SRC）からの助言を受けながら、評価システムの改善がなされました。柔軟な評価配分が可能な
3段階の評価システムは、管理職員と非管理職員の両者にとってより柔軟で分かりやすいものです。また、複線型の
人事制度により、専門職を極めたい職員には管理職のポジションと同レベルの給与が与えられる機会が提供されてい
ます。管理職と専門職における昇進基準が見直され、スタッフレベルを対象とした新たな点数制の導入と管理職と専
門職を対象としたSRCによる個別レビューが実施されることになりました。これに加え、評価配分および昇給において
男女の均等が慎重に考慮されました。最新情報の提供と、個別の目標設定方法の説明を目的としたセミナーが開催さ
れました。第一評価者に対して、評価の際にすべきことと、すべきでないことについての研修を実施しました。

 （研修・業務実績評価）
 平成23年度に実施した職員研修のニーズに関する検討・分析に基づいた方針を踏ま

え、特定の業務に関する研修に加え、組織的な研修プログラムを引き続き構築・実施し
ます。
 研修機会の提供や人事ローテーションの実施等、事務職員に対するキャリア・ディベ

ロップメントの取組を引き続き行い、バックアップの確保及び後継者育成に向けた取組
を実施します。
 １日で行われていた職員オリエンテーションを拡充し、ユニットやセクションの受け入れ

に関する支援を含めた入校手続きもカバーします。
 職員及び学生に英語及び日本語の研修を提供します。
 引き続き、職種の特性に応じ、能力評価及び期首に設定した目標等の達成度に係る

業績評価を含む評価制度を、自己評価及び評価者の審査を介して、公平性と透明性に
配意しつつ適切に実施します。また、評価の結果について個々の給与等に反映させま
す。その際、報酬検討委員会のアドバイスを受けて、引き続き、評価の質及び信頼性の
あるプロセスを確保します。また、新しいマネージャーにプロセスの説明を行うため、定
期的に研修を実施します。

12 国際的に競争力のある処遇や教
育訓練の機会を提供することによ
り、大学院大学の目的達成に不可
欠な優れた人材を獲得し、維持し
ていきます。それと同時に、国によ
る高水準の財政支援により運営さ
れる法人として、教職員の総人件
費の抑制により一層努めます。ま
た、職員の給与水準については、
「特殊法人等・独立行政法人の給
与水準の見直しについて（平成24
年12月7日閣僚懇談会）」の指摘も
踏まえた取組を引き続き着実に進
めるとともに、「特殊法人等におけ
る役職員の給与について（平成25
年11月22日内閣官房行政改革推
進本部事務局）」に対する取組を
具体化し、納税者の理解が得られ
る合理的な水準とし、それらに関
する説明責任を果たします。

 職位毎の職員数
(職種、国籍別、性
別)

 全職員に対する
事務部門の職員の
比率
 運営費に占める

人件費の割合
 職員の給与水準

（職種別の平均給
与）
 研修の受講職員

数
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

2.5 コンプライアンスの確保

13 大学経営の全ての面において、コ
ンプライアンスが確保される体制
を構築します。

 副学長（アドミニストレイティブ・コンプライアンス担当）において、引き続き、予算執行
状況、一定額以上の調達に係る契約、学内規則類の制定・改正等について、コンプライ
アンスの観点から審査を行うこととします。
 学内規則類を、関連法令の改正や諸状況の変化に応じ適時適切に制定・改正すると

ともに、ＰＲＰ審査委員会を定期的に開催し、規則類全体の整合性を維持します。
 業務運営上の意思決定及びその過程については、公文書等の管理に関する法律（平

成21年法律第66 号）及び同法に基づき整備した学内規則に則り、適切に文書化すると
ともに、その管理・保存等を徹底します。
 監事による監事監査や上記副学長の下で行う内部監査によって、規程類の実施状況

を含むコンプライアンスの状況について、厳格なチェックを行い、その結果に基づき必要
な見直しを行います。
 本学の全ての役員及び教職員に対して、「利益及び責務相反の防止」ポリシーの規定

に基づき、利益の相反を生じさせる可能性のある状況の評価を促進するため、学外の
活動と責務について、毎年度、書面による開示を実施します。
 研究活動が関連法令や規制に準拠して実施されることを確保するため、引き続き、研

究担当の副プロボーストの下で、関連規則を実施・運用します。

- ・　副学長（アドミニストレイティブ・コンプライアンス担当）において、引き続き、予算執行状況、一定額以上の調達に係
る契約、学内規則類の制定・改正等について、コンプライアンスの観点から審査を行いました。
・　学内規則類を、関連法令の改正や諸状況の変化に応じ適時適切に制定・改正するとともに、ＰＲＰ審査委員会を11

月に開催し、規則類全体の整合性を維持しました。
・　業務運営上の意思決定及びその過程については、公文書等の管理に関する法律（平成21年法律第66号）及び同
法に基づき整備した学内規則に則り、適切に文書化するとともに、その管理・保存等を徹底しました。平成26年4月に
電子文書管理システムを導入し、文書の電子化を進めることにより、文書管理の効率性と透明性を向上させました。
・　（再掲）適切な契約・調達及び会計事務を行うため、コンプライアンスを担当する副学長の下で内部監査計画に基づ
き内部監査を実施しました。
学内向けホームページにおいて、コンプライアンスに関する資料、Q&A等を掲示しました。
（再掲）一定額を超える随意契約について、500万円未満の購入案件はコンプライアンスセクションリーダーが、500万
円を超える案件はさらにVPAC/AVPAC及び学内の委員会がその適切性を審査しました。
（再掲）全職員に受講が義務付けられたコンプライアンス研修（アドミニストレイティブ・コンプライアンス部門主催）につ
いては、月次で新入職員向けの研修を実施しました（12回、研修参加者数179名）。さらに、文科省の「研究機関にお
ける公的研究費の管理・監査のガイドライン」（平成26年2月18日改正）の基準に沿うよう研修教材を改訂し、全教職
員向けに平成27年3月からe-learning研修を開始しました。
・　昨年度に引き続き、OISTの全ての役員及び教職員に対して、「利益及び責務相反の防止」ポリシーの規定に基づ
き、利益の相反を生じさせる可能性のある状況の評価を促進するため、学外の活動と責務について、書面による公式
な開示を求め、その管理と運用を行ないました。
・　研究活動における不正行為の対応及び公的研究費の管理・監査に関し、文部科学省のガイドラインに沿って体制
及び諸規程を整備しました。（VPAC法令S）
研究担当ディーンが、リサーチサポートディビジョン及びOISTにおける全研究活動を統括するディーンとなります。
専門の衛生担当職員が採用され、研究安全セクションに配属されました。業務は、沖縄労働基準監督署の実務指針
に従い、2015年1月13日より開始されました。

A

2.6 情報公開及び広報活動

14 本学が急速に成長にし、また平成
26年度予算が大幅に増加したこと
を受け、教育研究や業務運営に
関する透明性の確保、及び国民
に対する説明責任の履行に向け
た取組の強化がより一層必要とな
ります。国内外から幅広いサポー
トを得るとともに、国際的な認知度
を高めるため、多様なステークホ
ルダーとの間で積極的にコミュニ
ケーションを図り、本学のブランド
化に努めます。

情報の公開に関する法律（平成13年法律第140号）等によって公開が義務付けられる情
報について、ウェブサイト等において適切に公開します。

して評価されるよう引き続き整備に努めます。

記者会見等の機会を積極的に持つよう努めます。

のニュースセンターを改善します。

（OIST便り）を更に活用し、本学のホットトピックを発信します。

いて、国際基準を踏まえた様式で概要を公表することを検討します。

- A・　引き続き、学校教育法や独立法人等の保有する情報の公開に関する法律等によって公開が義務付けられる情報
について、ウェブサイト等において適切に公開しました。
・　 OISTは日本でも有数の日英完全バイリンガルのウェブサイトを運用しています。そこには本学の研究成果や様々
なイベントの様子がウェブ記事として週に1～2回のペースで掲載されました。平成26年度は、OISTウェブサイトの閲
覧数が前年度比で13.25％増加しました。
ユーザー数：
平成23年度：272,173

平成24年年度：487,736

平成25年度：506,471

平成26年度：573,594

平成26年度の国内の閲覧者数は、前年度比で9.65%増加し、76.81%でした。米国からの閲覧者数は前年度比で
34.77%増加し、7.6%でした。この他、インド2.03%、英国8.85%、ドイツ5.81%、フランス19.47%、豪州64.44％、中国
5.27％、台湾34.90％、カナダ16.39％とそれぞれ閲覧者数が増加しました。
・　平成26年度は4件の記者会見（東京と沖縄）を開催するとともに、35件の報道機関による取材を受け、新聞やテレ
ビ、雑誌、ウェブ媒体などでとりあげられました。
・　 OISTウェブサイトのニュースセンターでは、ジャーナリストや業者、OIST職員が自由にダウンロード可能な写真や
ビデオを掲載しています。平成26年度は2つの写真集を追加しました。1つがピーター・ギンター氏で、もう1つがチャー
リー・マリー氏の写真集です。OISTビデオやスライドショーはこれまで通りYouTubeにアップロードし、誰もがいつでも
どこでも視聴できるようにしています。
・　 OISTウェブサイト上で公開した研究成果に関する記事に加え、高校生の訪問や文化イベントの開催に関する記事
もOISTフェイスブックページに掲載しました。平成27年4月6日時点で、OISTフェイスブックの「いいね」の数は3,876件
でした。平成26年度は前年度に比べて積極的に記事をツイートしたことで、これがリツィートされ、中にはOISTの研究
成果に関する海外メディアによる報道につながりました。また、OISTウェブサイトにアクセスする会員の数を増やすこと
を目的に平成25年10月に配信サービスを開始した電子ニュースレター「OIST便り」は、平成26年4月1日時点で購読
者数が英語版で1,529人（前年同月時748人）、日本語版2,016人（同1,639人）となっています。
また、メディアセクションでは平成27年3月に国際科学広報に関するワークショップをOISTで開催しました。全国の大
学や研究機関から広報担当者が参集し、2日間にわたり国際社会をターゲットとした日本の研究成果の発信力強化に
ついて活発な議論を行いました。ワークショップには90を超える参加者が集い、国内の学術・教育界におけるOISTの
認知度向上にも貢献しました。
・　財務に関する諸活動から効果的に財務書類を作成する方法について、新ERP開発を通じて検討しました。
・　引き続き、学内規則集をウェブサイト（バイリンガル）に掲載しました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

第３章 財務に関する事項

 競争的資金の申
請件数 （確認中）

択状況（件数及び
獲得額）

（総額及び内訳

A

（寄附金）
 本学への寄附に関して、文部科学省により特定公益法人の認定を受け、日本私立学

校振興・共済事業団の受配者指定寄付金制度を利用できることを周知します。これによ
り、寄附者が、国立大学法人等に寄附を行う場合と同程度の優遇措置を受けることがで
きるようになります。
 資金調達諮問委員会の設置を議論するとともに、外部資金獲得に係る中期戦略の実

施を開始します。
 引き続き、様々な機会において、外部資金獲得の取組を進めます。また、米国に寄附

の受け皿として創設された財団を活用した取組を進めます。

（寄附金）
・　この目標に関しては、特に今年度は具体的な活動はありませんでしたが、このような情報は、有望な潜在的資金援
助者に適宜伝える予定です。
・　外部資金獲得に係る中期戦略の内容は、現在準備中の「ファンドレイジング・アクションプラン」に含まれることと
なっています。
・　当該基金内の全ての資金は弁護士費用で消費され、具体的な活動は行われませんでした。米国の当該基金につ
いては、閉鎖の手続きを進めています。
資金調達に関する本学の活動というのは、本学のミッションやビジョンを推し進める活動となることから、資金調達の活
動は、本学においては「アドバンスメント」と呼ぶこととしました。
今年度より資金調達という専門分野において実績のある国内外企業2社を利用しています。一社は北米の企業で、も
う一社は日本企業です。これら２社と適宜調整をはかり、本学で優先される活動のために、補助金以外の資金の積極
的な調達活動を今後開始します。本年度の重要な成果としては、資金調達に関する今後の活動計画「アクションプラ
ン」の検討と、資金調達担当のディレクター/副学長（アドバンスメント担当）の採用を支援するサーチ会社の推薦の2点
が挙げられます。
また、プロボーストオフィスの職員一名に対して、北米タイプの大学資金調達トレーニングを受講させています。この職
員が本学における本件に関る全てのコミュニケーションについて、連絡担当者となります。

平成25年度（平成25年4月から平
成26年1月末までの10か月）の外
部資金獲得額は、前年の平成24
年度と比較して3.5%微減の3.85億
円となりました。特筆すべき点は、
採択件数が30％増加しており、総
額の減少は、大規模な２件のプロ
グラムについて、１件は終了し、１
件は複数年の間での予算配分の
変化によるものです。外部資金獲
得に係る中期戦略に基づき、引き
続き、将来の自立的経営に向け
て、競争的研究資金、寄附金等の
外部資金獲得額の増加を図り、財
政基盤の強化に戦略的に取り組
みます。特に、学生支援等、当
初、国費を含め財源について例外
的な扱いが必要となる経費につい
ては、外部資金の割合を高めてい
きます。

 （競争的資金）
 外部資金獲得や産学連携のための組織機能を強化します。
 外部資金の内部サイトやE-mailを通じて、国内外の研究助成金に関する基礎情報及

び時期についての情報を引き続き提供します。その際、日本語のみの情報については
英訳を行います。
 引き続き、科研費、JST戦略的創造研究推進事業（CREST、さきがけ）やヒューマン・

フロンティア・サイエンス・プログラム等の各種研究資金に係る様々なセミナーを開催し
ます。また、競争的資金の申請書作成に関する実務的なセミナーも開催します。
 申請書のレベル向上のため、外部資金セクションのスタッフや関連した研究者により、

申請書案の添削や校正等といった支援サービスの強化に努めます。必要に応じて、外
部資金セクションにより、外国人研究者のために、研究概要や申請書の様式一式の翻
訳等のサービスを提供します。
 さらに、国内外の資金提供機関のウェブサイトを定期的に確認し、文部科学省の諮問

機関等による新規の助成金の案内につながる先行活動についての情報収集を引き続
き行います。
 本学の研究に基づく新規事業の開発を支援するため、産業界の助成金に対する申請

を奨励します。
（産学連携の取組については、１．５参照）

15 （競争的資金）
・　外部資金獲得や産学連携のための基礎的な情報や国内外の公募機会のスケジュールなどについてカレンダーと
セクションホームページでの提供を強化しました。
・　研究助成金に関する情報について、日本語のみでの情報の場合には英訳を行って提供した。
・　科研費、JST戦略的創造研究推進事業（CREST、さきがけ）の研究資金に係るセミナーを開催しました。併せて競
争的資金の申請書作成に関する実務的なセミナーも開催しました。
・　申請書のレベル向上のため、申請書案の添削や校正等といった支援サービスを強化しました。英語版の
“GUIDELINES FOR WRITING KAKENHI PROPOSALS” (日本語版の原題は「科研費申請書の教科書」)を京都大
学の学術研究支援室と共同で出版しました。
2015年4月時点、(平成27年度)科研費申請数67件のうち、新規採択数は13件でした。採択率は現時点で13/67 =

19.4%

大型の研究種目8件については、現在審査中（6月以降に結果通知予定）であり、上記申請数には含みません。
大型研究種目を含む平成27年度科研費申請総数は75件です。（=結果通知済み67件+結果通知待ち8件）
この3年間の推移は下の表の通りです。2014年度分については4名による6件の申請と4件の採択は新学術領域の領
域代表である銅谷教授分への銅谷ユニットメンバーからの申請で、当年度に特有の「かさ上げ」と見なすべきもので
す。
2014＊のカラムはこれを除いた場合の数字 (申請数：84-6=78, 採択数：22-4=18)。

　　　　　　平成25年度　　平成26年度　　平成26年度＊　　平成27年度
申請数　　　　　54　　　　　　　84　　　　　　　　 78＊　　　　　　　67（75）
採択数　　　　　13　　　　　　　22　　　　　　　　 18＊　　　　　　　　13

・　国内外の資金提供機関のウェブサイトを定期的に確認し、文部科学省や内閣府の諮問機関等による新規の助成
金の案内につながる先行活動についての情報収集を引き続き行いました。
・　文科省大学発新産業創出プログラム（START事業）を無事終了しました。START事業は知財戦略や大学発技術
の事業化を支援するプログラムです。スコグランド教授によって研究開発された技術は、当該事業をとおして、事業化
（ベンチャー設立）することができました。この経験によって、ベンチャー設立を支援する外部資金獲得に向けた効率的
な仕組みを開発する機会となりました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

第４章　沖縄の自立的発展への貢献に関する事項

（研究の推進、知的・産業クラスターの形成に関する事項）
 研究を総括するプロボーストの下、適切な運営を行いながら、知的・産業クラスター形

成に向けた関連基礎研究（海洋科学、エネルギー、環境・バイオ、先端医療）を推進しま
す。（１.２参照）
 引き続き、共用施設や優れた技術スタッフの活用等により、分野を超えた交流研究協

力を推進します。（１.２参照）
 引き続き、市場・産業ニーズ分析等を実施しつつ、健康や生物資源、エネルギー等の

分野において、地元の企業との共同プロジェクトを推進します。（１.５参照）
 知的・産業クラスターの形成に関する国際ワークショップで得られた提言の実施状況

についてモニタリングを行い、取組を加速し、県内経済団体等の関係者と共有します。
（１.５参照）
（研究及び産学連携に関する他の事項については、１．２及び１．５をご参照ください。）

（研究の推進、知的・産業クラスターの形成に関する事項）
・　知的・産業クラスター形成の推進に関連した基礎研究について、それぞれの教員と密に連絡を取りながら、予算支
出状況や研究実施状況の監督を強化しました。
・　引き続き、分野を超えた交流研究協力を推進するよう、OISTにおけるあらゆる研究活動において、リサーチサポー
トディビジョンによるサポートを向上できるよう、リサーチサポートディビジョンの組織構造及びその機能について積極
的に検証を行いました。
・　（再掲）「知的クラスター事業」、「知的産業クラスター事業」、「バイオ産業活性化支援事業」、「亜熱帯・島しょ型エネ
ルギー基盤技術研究事業」の下、民間企業と県内学術機関とのプロジェクト4件が継続して行われました。加えて「知
的産業クラスター形成推進事業（ベンチャー創出支援事業）」をはじめ、沖縄県の助成を受け新規事業が3件開始され
ました。研究分野には、化学、海洋生物学、植物生物学、システムバイオロジーが含まれます。「バイオ産業活性化支
援事業」では、泡盛醸造所から出る廃液の浄化を工場に隣接した現場において成功し、評価委員会から高い評価を得
ました。この微生物燃料電池技術を用いて、畜産場から出る廃棄物を処理するために、県内機関との連携を進めてい
ます。
・　本学は平成22年、24年の知的・産業クラスターワークショップでの提言を実行します。
- 沖縄の自立的発展担当オフィスは、知的・産業クラスター発展活動の中心を担うため、平成26年度に設置されまし
た。
- 知的・産業クラスター推進組織設置のためのタスクフォースは、知的・産業クラスター形成のための推進組織の基本
的な要素や特徴についてまとめました。

（セクション1.5研究交流・知的・産業クラスター発展をご参照ください）

A16
携事業の数

数（オープン・キャン
パスへの来訪者数
を含む）

た県内児童・生徒
数

対象とした講義やイ
ベントの数

数（研究者、事務系
職員等）

平成24年度には新たな沖縄振興
策が実施されました。また、政府
による「経済財政運営と改革の基
本方針」において、知的・産業クラ
スター形成が求められており、本
学が重要な役割を担うこととされ
ています。本学は、学園法により
本学に与えられた使命を果たすた
め、産学官の密接な連携の下、
様々な活動を通じて沖縄の振興
及び自立的発展に寄与していきま
す。また、琉球大学、沖縄工業高
等専門学校を始めとする沖縄の
大学・研究機関との連携について
も更に進めていきます。引き続き、
地域コミュニティや地域の学校と
の連携・交流を深めるとともに、
キャンパスを地域の文化的活動や
コミュニティ活動の拠点としても発
展させます。

（地域連携に関する取組）

複数の県内の機関や組織と覚書や連携協定を結び、連携を進めてきました。今後も引
き続きセミナーの拡大、共同研究及び学生、インターン、教員の交流を通じて、県内の
機関との連携を推進します。

沖縄工業高等専門学校、沖縄県立総合教育センターとの訪問プログラムを実施しま
す。

な交流プログラムを開始し、科学講演会を開催します。

努めます。同時に、訪問者数の増加により本学の主目的である教育と研究に支障がな
いよう配慮します。

又は就職への関心を高めてもらうことを目的として、学校からのキャンパス訪問を積極
的に受け入れます。特に、沖縄県教育委員会や県内各高等学校と緊密に連携し、県内
の全ての高等学校を対象とする訪問プログラムを推進します。平成26年度内には、県
内高校20校からの訪問を受け入れます。

の訪問を引き続き実施・強化します。

よる講演会を開催します。

サート、展示等の文化的なイベントを行う際に、本学の講堂や他の施設を活用します。

OIST関係者の参加促進等により、子供達の英語力及び異文化理解を深めるために、
地元の学校に協力をします。

（地域連携に関する取組）
・　沖縄県内の機関や地域とのネットワークを強化するために、沖縄県内11の各大学の学長およびワーキンググルー
プの委員によって、平成26年9月26日、一般社団法人大学コンソーシアム沖縄が設立され、11機関の学長間での意
見交換や情報交換の場を提供するために学長会議をOISTで開催しました。
平成26年12月23日には、11機関間の連携促進および財団の活動への理解を深めるために、設立記念シンポジウム
が沖縄コンベンションセンターにて開催されました。
平成27年3月7日-8日には、11機関間の交流を深めるために、沖縄学生サミットが琉球大学にて開催されました。
・　学術交流を促進するために、平成26年8月17日～23日の日程で、国内トップの国立および私立大学を訪問するス
タディーツアーを開催しました。2012および2013年にOIST博士課程に入学した学生たちは、（１）九州大学、（２）大阪
大学、（３）早稲田大学及び（４）東京大学医科学研究所を訪問しました。学生は、各大学の最先端の研究施設を視察
し、また企業や地方自治体と連携した地域社会に寄与する産学官が協力した共同研究の取り組みについて説明を受
けました。
・　南部医療センターにおいて矢崎杉山陽子准教授による講演会「生後の経験に左右される脳の発達 - 鳥の歌の研
究から分かること」を実施し、約100名の医師、看護スタッフ等が聴講しました。
・　プログラムに改良を重ね実施、年間40,426名がキャンパスを見学しました。
・　2015年5月にポスター、統計データを更新し、また顕微鏡によるデモを導入する等、ビジターセンターの展示内容を
改善しました。
・　約230名の教員、研究スタッフ、事務スタッフの協力を得て、新規出展項目も含め昨年以上の充実した内容で開催
し、5,000名が来場しました。
・　前年度にひきつづき訪問を奨励し、県内27校、1,812名の高校生が訪問しました。また、小学生は665名、中学生
1,392名でした。
・　全てのSSHにOIST訪問案内を送付し、また東京等で開催された修学旅行フェアに参加し見学を奨励しました。今
年度は2校の訪問がありましたが、更に複数校から2015年度の訪問の予約をとりつけました。
・　山崎直子宇宙飛行士の講演、ノーベル物理学賞受賞の益川敏英氏の講演等約30件の講演会をOIST内外で開催
しました。また、沖縄こどもの国、沖縄県立博物館等他機関との共催による科学プログラムも開催しました。
・　第5回恩納・OISTこどもかがく教室を開催し102名の児童が参加しました。第１回開催からの参加者は通算で384名
となりました。
・　フリオゴヤ氏のアート展、大嶺實清氏陶芸展等を開催しました。また、講堂等にて県立芸大、京都大学とのコラボに
よるコンサート、オペラレクチャーコンサートも開催しました。
アート展　3件、コンサート7件。
・　恩納小学校にてインターナショナル・クラスの実施を継続することにより、地元児童の英語能力および文化的意識
の向上に引き続き貢献しました。英語での読み聞かせプログラムを同校で新たに実施しました。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

（その他の取組）

縄県、県内の農業教育研究機関等の県内関連機関と連携し、実施します。
（１.５参照）

き、沖縄での主な文化的、産業的、学術的イベントに参加します。また、沖縄県及び米
国総領事館と連携し、高校生を対象とした起業を目指した科学イベント「SCORE」を引き
続き実施します。

議・ワークショップが本学で開催されるよう図ります。

（その他の取組）
・　広告や派遣会社、公共職業安定所（ハローワーク）等を通じて、沖縄県出身の優秀な人材の雇用を引き続き行いま
した。
・　起業家育成および学生の起業家教育のため、第二回となる、起業家人材育成プログラムを開催しました。今回は、
OIST、琉球大学、沖縄高専の学生及び研究者を対象としたプログラムを行いました（OISTから9名、他機関から5名、
計14名が参加）。3か月のプログラム中、デザインシンキングやビジネスアイディアのピッチ（プレゼン）について学び、
また国内の起業家や投資家からメンタリングを受けました。
・　事業開発セクションと連携し、「沖縄の産業まつり」に出展しました。また、沖縄県教育委員会及び在沖米国総領事
館と連携し、第３回SCORE!を開催しました。今回は14校31チームが応募、書類選考の結果14校21チームが参加し
ました。
・　沖縄県及び沖縄観光コンベンションビューローと連携し、沖縄県宜野湾市や東京などで開催されるMICE誘致イベ
ントに積極的に参加するとともに、沖縄観光コンベンションビューローが企画した国際会議キーパーソンの会場視察ツ
アーを受入れ、OISTの会場を紹介しました。この結果、26件の外部主催による学術的国際会議・ワークショップ・シン
ポジウムがOISTで開催され、1,800名以上が参加した。

第５章 キャンパス整備・大学コミュニティの形成、安全確保及び環境への配慮に関する事項

5.1 キャンパス整備
17 引き続き、本学は、計画通り、キャ

ンパスの整備を進めます。

とするビレッジゾーンの整備を需要に沿って進めます。（フェーズ3-1として、平成26年に
24戸の1LDKが完成し、最終フェーズ3-2の建設は平成26年度に進め、平成27年度に完
成する予定です。）

基づき、引き続き、入札スケジュールや結果等の入札及び契約に係る情報の事前・事
後の公開等を行い、透明性の確保を図ります。

- ・　既存施設は重大な事故や問題もなく、順調に管理・維持されています。また第3研究棟が竣工しました。
・　平成26年8月に本設のチャイルド・ディベロップメント・センター（CDC）が竣工し、供用を開始しました。
・　 R&D クラスターホールの整備は、工事入札時に難しい状況があったものの、無事に着工し、平成27年5月に竣工
する予定です。
・　臨海実験施設の建設地については、モズク養殖業者から懸念の声があったため、シーサイドキャンパスから瀬良垣
漁港に変更されました。施設の設計が完了し、建築許可申請を行い、平成27年度初めに着工を予定しています。
・　キャンパス内の住宅整備は計画通りに進んでいます。
・　透明性確保のため、入札及び契約に係る情報の事前・事後の公開等を引き続き行いました。

A

5.2 大学コミュニティの形成、子弟の教育・保育環境の向上
18 （大学コミュニティの形成）

職員やその家族による活動（OIST Welcome Club等）やイベント等への支援等、職員を
始め、その家族も含む大学コミュニティの生活水準の向上を図る取組を引き続き進めま
す。

されてきました。平成26年度においてもOIST公認クラブ運営グループによる適切な管理
の下、新しいクラブが形成される予定です。

るビジター・サポート・プログラムを検討し、開始します。

- （大学コミュニティの形成）
・　2014年8月に施設管理ディビジョン、広報ディビジョン、人事、教員担当学監から成るタスクフォースによる「レジスト
レーション・デスク」の設置についての数回にわたる討議が行われました。その結果、エグゼクティブ・コミッティからの
承認を受け、レジストレーション・デスクが設置されました。同デスクは人事の所掌業務として2015年4月1日に開設し
ました。
・　2014年度も引き続きOISTクラブの数および種類が増加しました。これらのクラブ活動の承認・監督はOIST公認ク
ラブ運営グループによりおこなわれています。クラブ活動を通じて社会性やチームワークの形成がもたらされます。現
在OISTにはクラブが19あります。
・　2014年8月に施設管理ディビジョン、広報ディビジョン、人事、教員担当学監から成るタスクフォースによる「レジスト
レーション・デスク」の設置についての数回にわたる討議が行われました。その結果、エグゼクティブ・コミッティからの
承認を受け、レジストレーション・デスクが設置されました。同デスクは人事の所掌業務として2015年4月1日に開設し
ました。

A

(子弟の教育・保育環境)

ルの保育及び学童保育を、適切な受益者負担のもと提供します。夏頃には、児童数も
増加が見込まれます。既に設置されたCDC運営委員会が、四半期に一度会議を行い、
CDCの更なる発展につなげます。

る機会の拡大等、教職員及び学生の子弟の教育環境の向上を図るための取組を進め
ます。
・恩納小学校との共同プログラムにより、職員の子弟に対して日本の教育システムの下
での英語による教育を提供します。

職員及び学生やその家族を含む
大学コミュニティの発展は、大学
運営を成功させる上でも重要であ
ることから、引き続きその推進に
努めます。人員及びサービスの拡
大や、リソースセンターや本設の
CDC施設の整備により、教職員の
教育及び保育環境の向上を図り
ます。

16
携事業の数

数（オープン・キャン
パスへの来訪者数
を含む）

た県内児童・生徒
数

対象とした講義やイ
ベントの数

数（研究者、事務系
職員等）

平成24年度には新たな沖縄振興
策が実施されました。また、政府
による「経済財政運営と改革の基
本方針」において、知的・産業クラ
スター形成が求められており、本
学が重要な役割を担うこととされ
ています。本学は、学園法により
本学に与えられた使命を果たすた
め、産学官の密接な連携の下、
様々な活動を通じて沖縄の振興
及び自立的発展に寄与していきま
す。また、琉球大学、沖縄工業高
等専門学校を始めとする沖縄の
大学・研究機関との連携について
も更に進めていきます。引き続き、
地域コミュニティや地域の学校と
の連携・交流を深めるとともに、
キャンパスを地域の文化的活動や
コミュニティ活動の拠点としても発
展させます。

（子弟の教育・保育環境）
・　OIST CDCプログラムは、若手教員・研究員・職員の採用および維持に必要不可欠だということは明らかです。
2015年度に同センターが増強され始めてから、職員のワークライフバランスの向上、保護者および児童のストレスの
緩和、職員のコミュニティ帰属意識の高まりが確認されています。また、沖縄での外国人児童の養育を支援するため、
CDCでは、日英両言語で文化的に多様なプログラムを提供しています。
2014年度初めに、てだこプレスクールプログラムに入園した児童数は47名でした。36世帯中35世帯が、同プログラム
の内容に非常に満足しているという報告がありました。2014年度終りには、同プログラムの児童数が47名から73名に
増えました。7月には、100名収容可能なてだこの恒久施設が完成しました。同施設は、現在25か国から集まった児童
の保育ニーズに合わせた設計となっています。
2014年度の学童保育およびホリデープログラムには合計26名の児童が参加しました。これらのプログラムを通じて
OIST職員である保護者の勤務中に、児童たちに英語を使う機会が与えられるとして評価されています。
2014年度内に、CDC運営委員会は6回、CDC実行委員会予算分科会は5回会合を開きました。CDCの保育料からの
収入を全体の3分の1まで増収する目的を達成するため、2014年1月より保育料の値上げ実施を運営委員会が決定し
ました。同委員会はCDCの運営タイムライン、運営予算、適人の保育士の採用、及び児童の健康・安全の確保に関わ
る業務全般を統括しています。

・　（再掲）恩納小学校にてインターナショナル・クラスの実施を継続することにより、地元児童の英語能力および文化
的意識の向上に引き続き貢献しました。英語での読み聞かせプログラムを同校で新たに実施しました。
・　英語講師を1名新規で雇用しました。今年度OISTでは、9つの英語コースが提供され、総受講者数は231名でした。
研究科との協力のもと開催されたサイエンス・チャレンジ・ワークショップでは、補完的コースとして22名の学部生に対
し英語のトレーニングを提供しました。また、渡米を控えた名護高校の生徒3名に対し、プレゼンテーション技能の向上
に役立つ授業を行いました。その他にも、完ぺきなEメールの書き方（Write Perfect Email）を教授する研修セミナーを
2度開催し、80名が参加しました。日本語クラスの2014年度の総受講者数は248名でした。日本語クラスは1~4月、
5~8月、9~12月の3期に分けられ、初級が6クラス、中級が2クラス、上級が1クラスの他、サバイバルコース、漢字クラ
ス、ストーリーライティングのコースが提供されました。11月から新しい講師が加わり、日本語プログラムは現在3名の
講師がそれぞれコースを担当しています。
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目標 取組 指標 業績（2014.4.1～2015.3.31）
自己
評価

（学生支援）

援活動を推進します。（再掲。１.１参照）

（学生支援）
・　学生支援：
-県内の他大学に在籍する学生から、ピア・メンター・プログラムを通し日常生活に関する支援が提供されました。
全般的な生活支援：
- 沖縄美ら海水族館や今帰仁城跡、ナゴパイナップルパーク、首里城、国際通りなどへの見学をおこないました。
- 県内の学生との交流会を企画・開催しました。

5.3 安全の確保及び環境への配慮 A 

19 リスクマネジメントの取組を行うと
ともに、災害から教職員、学生、訪
問者等を守るため、必要な防災対
策を実施します。

策定します。

ス施設を近隣住民の避難場所として提供します。

- ・　防災計画の改正を行い、防火・避難訓練が実施されました。
・　施設運用セクションおよび施設管理セクションの職員に対し、研修を実施しました。
・　防災用品の見直しを行いました。

20 環境に配慮しながら事業を実施し
ます。

ます。また併せて地下水への影響が無いようにします。

出対策を十分に行います。

ます。

- ・　廃棄物や建築材料のリサイクルを引き続き行いました。
・　1人当たり、エネルギー消費量を4%、水道使用量を6.4%、また重油の使用量を10.2%削減しました。
・　包括的な対策がとられ、その場で水処理が行われた結果、最終的な排水のBOD（生物化学的酸素要求量）は
5ppmとなりました。
・　請負業者には濁水処理施設の提供が義務付けられ、OISTが雇用した環境コンサルタントが同施設を監視しまし
た。平成26年度には事故はありませんでした。
・　固有植物種を用いて、新設の施設の周囲に広範囲な植栽を行いました。

A

（子弟の教育・保育環境）
・　OIST CDCプログラムは、若手教員・研究員・職員の採用および維持に必要不可欠だということは明らかです。
2015年度に同センターが増強され始めてから、職員のワークライフバランスの向上、保護者および児童のストレスの
緩和、職員のコミュニティ帰属意識の高まりが確認されています。また、沖縄での外国人児童の養育を支援するため、
CDCでは、日英両言語で文化的に多様なプログラムを提供しています。
2014年度初めに、てだこプレスクールプログラムに入園した児童数は47名でした。36世帯中35世帯が、同プログラム
の内容に非常に満足しているという報告がありました。2014年度終りには、同プログラムの児童数が47名から73名に
増えました。7月には、100名収容可能なてだこの恒久施設が完成しました。同施設は、現在25か国から集まった児童
の保育ニーズに合わせた設計となっています。
2014年度の学童保育およびホリデープログラムには合計26名の児童が参加しました。これらのプログラムを通じて
OIST職員である保護者の勤務中に、児童たちに英語を使う機会が与えられるとして評価されています。
2014年度内に、CDC運営委員会は6回、CDC実行委員会予算分科会は5回会合を開きました。CDCの保育料からの
収入を全体の3分の1まで増収する目的を達成するため、2014年1月より保育料の値上げ実施を運営委員会が決定し
ました。同委員会はCDCの運営タイムライン、運営予算、適人の保育士の採用、及び児童の健康・安全の確保に関わ
る業務全般を統括しています。

・　（再掲）恩納小学校にてインターナショナル・クラスの実施を継続することにより、地元児童の英語能力および文化
的意識の向上に引き続き貢献しました。英語での読み聞かせプログラムを同校で新たに実施しました。
・　英語講師を1名新規で雇用しました。今年度OISTでは、9つの英語コースが提供され、総受講者数は231名でした。
研究科との協力のもと開催されたサイエンス・チャレンジ・ワークショップでは、補完的コースとして22名の学部生に対
し英語のトレーニングを提供しました。また、渡米を控えた名護高校の生徒3名に対し、プレゼンテーション技能の向上
に役立つ授業を行いました。その他にも、完ぺきなEメールの書き方（Write Perfect Email）を教授する研修セミナーを
2度開催し、80名が参加しました。日本語クラスの2014年度の総受講者数は248名でした。日本語クラスは1~4月、
5~8月、9~12月の3期に分けられ、初級が6クラス、中級が2クラス、上級が1クラスの他、サバイバルコース、漢字クラ
ス、ストーリーライティングのコースが提供されました。11月から新しい講師が加わり、日本語プログラムは現在3名の
講師がそれぞれコースを担当しています。
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添付資料#1-1

博士課程学生情報

クラス 志願者数 入学者数
年齢構成
（平均）

出身国・地域 出身大学等

第一期生
（2012）

208 34
21 -39

(ave 26.3)

日本 5
中国 5
ドイツ 4
米国 3
インド 2、アイルランド 2、エジプト 2、
バングラデシュ 1、リトアニア 1、
フィリピン 1、台湾 1、エストニア 1、
パキスタン 1、マレーシア 1、
ナイジェリア 1、パレスチナ 1、
英国 1、ザンビア 1

アレクサンドリア大学 1、 アメリカン大学 1、アン・ナージャー国立大学 1、
アナ大学 1、GIK科学技術大 1、情報科学芸術大学院大学 1、
インド工科大学カラグプル校 1、ジェイコブズ大学 1、慶應義塾大学 1、
京都大学 1、名桜大学 1、南京大学 1、国立東華大学大学 1、
シンガポール国立大学 1、ロチェスター工科大学 1、琉球大学 1、
セント・アンドルーズ大学 1、ドレスデン工科大学 1、
ユニバーシティ・カレッジ・コーク 2、カリフォルニア大学サンタクルーズ校 1、
オスナブリュック大学 2、マンチェスター大学 1、タルトゥ大学 1、東京大学 1、
中国科学技術大学 1、ウォーリック大学 1、早稲田大学 1、厦門大学 1、
新疆大学 1、中国科学院西双版纳热带植物园 1、エール大学 1

第二期生
（2013）

398 20
22 - 39

(ave 26.2)

日本 5
台湾 3
中国 2
ニュージーランド 2
カザフスタン 1、米国 1、フランス 1、
キプロス 1、ベルギー 1、ドイツ 1、
インド 1、バングラデシュ 1

カリフォルニア州立大学 ロングビーチ校 1、 コーネル大学 1、
Jahangirnagar大学 1、北里大学 1、モスクワ大学 1、南京大学 1、
国立台湾大学 1、国立台湾大学 1、国立交通大学 1、
ノースウエスタン大学 1、ドレスデン工科大学 1、ジョージ・ワシントン大学 1、
東京大学 1、パリ第11大学 1、オークランド大学 1、エジンバラ大学 1、
グラスゴー大学 1、リエージュ大学 1、オタゴ大学 1、チューリッヒ大学 1

第三期生
（2014）

231 27
21 - 31

(Ave 24.9)

米国 6
日本 6
インド 4
ドイツ 3
中国 2
エジプト 1、エストニア 1、英国 1、
モーリシャス 1、台湾 1、イスラエル 1

エイン・シャムズ大学1、オーバーン大学1、カリフォルニア工科大学1、
コーチン科学技術大学1、インド科学教育研究所カルカッタ 2、
神戸大学 1、南京大学2、奈良先端科学技術大学院大学 1、
国立陽明大学 1、お茶の水女子大学 1、大阪大学 1、
南イリノイ大学カーボンデール校 1、SRM大学1、ストーニーブルック大学 1、
首都大学東京1、 ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン 1、
カリフォルニア大学バークレー校 1、ケンブリッジ大学1、エセックス大学 1、
マドラス大学 1、マサチューセッツ大学 1、オスナブリュック大学2、
ウィスコンシン大学マディソン校 1、ワイツマン科学研究所 1

合計 81



 平成 26年度 OIST論文・発表数 
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著書 論文関連 発表関連 その他 ユニット合計
アーバスノット 0 5 11 0 16

バンディ 0 1 18 0 19

ブレナー 0 2 0 0 2

ブッシュ 0 13 16 0 29

チャクラボルティ 0 2 12 0 14

ダニ 0 5 25 0 30

デシュッター 0 9 26 1 36

銅谷 0 12 57 0 69

エコノモ 0 8 9 0 17

フリード 0 16 12 0 28

ジョイア 0 1 12 0 13

ゴリヤニン 0 1 5 0 6

氷上 0 0 5 1 6

石川 0 0 1 0 1

イェンケコダマ 0 2 4 0 6

北野 1 20 38 10 69

コンスタンチノフ 0 2 18 0 20

クン 0 5 19 0 24

ラスカム 0 4 2 0 6

マルケスラゴ 0 7 1 0 8

丸山 0 3 7 0 10

政井 0 4 13 0 17

ミケェエブ 0 9 11 0 20

ミラー 0 1 2 0 3

御手洗 0 14 10 0 24

平成26年度　各研究ユニットの研究成果

著書 論文関連 発表関連 その他 ユニット合計
ニコーマック 0 13 29 0 42

プライス 0 0 1 0 1

チー 0 14 26 4 44

ロクサー 0 1 1 0 2

サマテ 0 2 0 0 2

佐藤 0 27 48 0 75

佐瀬 0 2 14 0 16

シャノン 0 5 30 1 36

シェン 0 12 25 0 37

新竹 0 2 8 0 10

シンクレア 0 5 2 0 7

スコグランド 0 1 5 1 7

ソーワン 0 17 15 1 33

スティーブンス 0 1 10 0 11

高橋 0 2 11 0 13

田中 0 6 15 1 22

トリップ 0 0 3 0 3

ヴァンヴァクター 0 1 3 0 4

ウィッケンス 0 2 12 0 14

ウルフ 0 1 3 0 4

山本 0 5 21 0 26

柳田 0 12 17 1 30

杉山（矢崎） 0 1 7 0 8

横林 0 2 0 0 2

リサーチサポートﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ 0 5 2 0 7

サイエンステクノロジーグループ 0 7 15 0 22

合計 1 292 657 21 971

平成26年度　各研究ユニットの研究成果

添付資料#1.2-1 
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OIST journal publications and presentations by year since FY2011 

 
年度 

研
 究

 成
 果

 
 発表関連 

論文関連 



 平成 26年度 OIST論文・発表数 
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Journal Articles Published by OIST in FY2014 

 

1 Abdurakhimov, L. V. et al. Bidirectional energy cascade in surface capillary waves. Physical Review E 91, doi:ARTN 023021, DOI 

10.1103/PhysRevE.91.023021 (2015). 

2 Agrawal, A., Sarkar, C., Dwivedi, S. K., Dhasmana, N. & Jalan, S. Quantifying randomness in protein-protein interaction networks of 

different species: A random matrix approach. Physica A Statistical Mechanics and Its Applications 404, 359-367, 
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学術交流協定リスト（平成27年1月11日現在）

No. 大学・機関 国 締結日 満了日 協定のタイプ

1 同志社大学 日本 2009/4/1 2012/3/31 教育・研究に関する協定書

2 奈良先端科学技術大学院大学 日本 2009/4/1 2012/3/31 学術交流協定書

3 京都大学大学院・情報学研究科 日本 2010/3/31 連携協力に関する協定書

4 エジンバラ大学 英国 2010/3/31 2015/3/31 科学協力に関する覚書

5 オタワ大学 カナダ 覚書

6 アントワープ大学 ベルギー 2010/6/24 2012/3/31 覚書

7 エルサレム大学 パレスチナ自治政府 2011/3/5 2016/3/4 科学・学術協力に関する覚書

8 ユニバーシティ・カレッジ・コーク アイルランド 2011/10/20 2016/10/19 科学・学術協力に関する覚書

9 琉球大学 日本 2012/4/1 2017/3/31 連携協力に関する協定書

10 沖縄工業高等専門学校 日本 2012/5/22 2017/5/21 連携協力に関する協定書

11 ウッズホール海洋生物学研究所 米国 2012/5/19 2017/5/18 科学協力に関する協定書

12 ウッズホール海洋研究所 米国 2012/6/11 2017/6/10 科学協力に関する協定書

13 オタゴ大学 ニュージーランド 2011/10/2 2016/10/1 覚書

14 北海道大学大学院理学院 日本 2012/8/1 2017/7/31 履修に関する協定書

15 九州大学・博士課程リーディングプログラム 日本 2012/10/22 2019/10/21 覚書

16 奈良先端科学技術大学院大学・情報科学研究科 日本 2012/9/1 2015/3/31 特別研究学生

17 大阪大学大学院医学系研究科 日本 2012/9/1 2015/3/31 特別研究学生

18 京都大学大学院情報学研究科 日本 2013/4/1 2018/3/31 特別研究学生

19 東京大学医科学研究所 日本 2013/7/2 2018/7/1 学術交流協定

20 沖縄美ら島財団 日本 2013/8/29 2018/8/28 科学・学術協力に関する基本協定書

21 カリフォルニア大学　・　バークレー校 米国 2013/10/11 2018/10/10 科学・学術協力に関する基本協定書

22 国立台湾大学 台湾 2014/1/17 2019/1/16 科学・学術協力に関する基本協定書

23 東京大学 日本 2014/1/28 2019/1/27 科学・学術協力に関する基本協定書

24 東京大学　・　理学部 日本 2014/1/28 2019/1/27 学生交流に関する覚書

25 テキサス　テック　大学 米国 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

26 テキサス　テック　大学　・　環境・トキシコロジー学部 米国 2013/4/1 2018/3/31 学生交流に関する覚書　特別研究学生

27 アレキサンドリア大学 エジプト 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

28 アレキサンドリア大学　・　理学部 エジプト 2014/2/1 2019/1/31 学生交流に関する覚書　特別研究学生

29 ザ・フリーステイト大学 南アフリカ 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

30 クレタ大学 ギリシャ 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

31 クレタ大学　・　理学・工学部 ギリシャ 2013/10/1 2018/9/30 学生交流に関する覚書　特別研究学生



平成２６年度受託研究等（産学連携）及びイベント 添付資料#1.5-1

受託研究等（産学連携）

No 事業名 新規・継続 委託者・交付元 連携機関 事業内容 備考

1
知的クラスター形成に向けた研究拠点構築事業
（沖縄県）

継続 沖縄科学技術振興センター
琉球大学, Meiji Seika ファルマ、
AVSS、OPバイオファクトリ

沖縄の生物資源とネットワークを活用した医薬品探索研究 田中富士枝　准教授

2
バイオ産業活性化支援事業
（沖縄県）

継続
沖縄 TLO
トロピカルテクノセンター

沖縄県環境科学センター
沖縄県環境技術管理センター
クリエイトES

微生物燃料電池を用いた新規排水処理技術の開発 イゴール・ゴリヤニン　教授

3
亜熱帯・島しょエネルギー基盤技術研究事業
（沖縄県）

継続 ソニーCSL
沖創工
SBO

分散型DC給配電システムの構築 北野宏明　教授

4
知的産業クラスター形成に向けた研究拠点構築事
業（沖縄県）

継続 NIAC 生活習慣病を予防・改善する沖縄県産高機能米開発 佐瀬英俊　准教授

5 大学発新産業創出拠点プロジェクト（START） 継続 文科省
バイオ・サイト・キャピタル株式会
社

分子分解電子線トモグラフィーによる巨大分子の3次元可視化 ウルフ・スコグランド　教授

6
知的産業クラスター形成推進事業
（ベンチャー創出支援事業）

新規 沖縄高等工業専門学校
シビランの免疫調節機構を活用した健康食品及び医薬品の開
発・事業化

山本雅　教授

7 受託研究等（産学連携） 継続 環境系企業A Confidential 佐藤矩行　教授

8 受託研究等（産学連携） 継続 自動車メーカーA Confidential 銅谷賢治　教授

9 受託研究等（産学連携） 継続 医薬品共同開発組合C Confidential 佐藤矩行　教授

10 受託研究等（産学連携） 継続 環境系企業B Confidential 御手洗哲司　准教授

11 マテリアルトランスファー契約　２社 新規 製薬企業 Confidential
マティアス・ウォルフ　准教授
石川裕規　准教授

12 秘密保持契約　５社 新規 診断薬、情報関連他 Confidential

13 機関連携協定 新規 住宅メーカー Confidential 機関として

14 その他国内助成金　２件 新規 沖縄県 産学連携支援 機関として

イベント

No 事業名 開催日 場所 主催 内容 備考

1
CPｈI Japan 2014
国際医療品原料・中間体展

2014/4/9-11 東京ビッグサイト CPｈI Japan 運営事務局 ブース展示およびスタッフによる講演

2 BioJapan ２０１４ 2014/10/15-17 パシフィコ横浜 バイオジャパン実行委員会 ブース展示

3
Nanotech 2015
第１４回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議

2015/1/28-30 東京ビッグサイト nanotech実行委員会 ブースの展示

特許の評価会議開催回数 13 回

知的財産関連セミナー

No 演題 開催日 講演者

1
特許の基礎と実践：大学研究者が知っておくべきこ
と

2014/9/11-12 小林明子

2
アカデミアおよび産業界における研究：増大する影
響力

2015/2/9-10 大津賀伝市郎
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特許登録数 0 0 0 1 0 1 3 3 1 2 1
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2015/3/31現在
〇事務局職員（役職別・性別）

人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち出向者 うち外国人 人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち出向者 うち外国人

0 0 0 0 0

首席副学長 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1

学長特別顧問 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0

教員担当学監 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1

研究科長 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1

ﾋﾞｼﾞﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1

副学長 4 2 2 1 2 0 0 4 2 2 1 2

准副学長 4 1 3 1 2 0 0 4 1 3 1 2

副学長代理 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0

ｼﾆｱ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 2 2 4 4 2 0 0 0 6 0 6 2 0

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 7 1 6 9 4 5 3 0 0 16 5 11 0 3

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 13 7 6 6 0 0 13 7 6 0 6

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 1 2 9 5 4 2 0 0 12 6 6 0 2

職員 5 4 1 118 91 27 2 18 28 25 3 10 20 12 8 2 171 132 39 2 30

0 0 0 0 0

合計 17 6 11 0 167 110 57 6 37 28 25 3 10 20 12 8 2 232 153 79 6 49

*研究科長は教員を兼任する

任期制職員 派遣職員 非常勤職員
区分

合計定年制職員



添付資料#2.4-1

〇リサーチサポート（役職別・性別）

人数 女 男 人数 女 男 うち外国人 人数 女 人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち外国人

0 0 0 0

ｼﾆｱ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 2 2 0 2 0 2 0

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1 4 4 0 5 0 5 0

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1 0 1 0 1 0

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 1 1 1 1 0 1 1

職員 2 1 1 36 17 19 7 3 3 6 4 2 1 47 25 22 8

合計 4 1 3 43 17 26 8 3 3 6 4 2 1 56 25 31 9

〇研究ユニット職員（役職別・性別）

人数 女 人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち外国人 人数 女 男 うち外国人

教員 50 8 42 34 50 8 42 34

ｻｲｴﾝｽ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・ｱｿｼｴｲﾄ 11 7 4 9 11 7 4 9

ﾘｻｰﾁｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 2 1 1 2 2 1 1 2

ｽﾀｯﾌｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ 81 17 64 33 81 17 64 33

ﾎﾟｽﾄﾄﾞｸﾄﾗﾙｽｶﾗｰ 118 23 95 85 118 23 95 85

技術員 70 34 36 30 7 2 5 1 9 7 2 3 86 43 43 34

ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰｱｼｽﾀﾝﾄ 0 7 7 7 7 0 0

ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｲﾀｰ 1 1 36 36 0 1 1 38 38 0 0

合計 1 1 368 126 242 193 7 2 5 1 17 15 2 3 393 144 249 197

合計

区分
定年制職員 任期制職員 派遣職員 非常勤職員 合計

区分
定年制職員 任期制職員 派遣職員 非常勤職員
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2015/03/31現在
国籍 アドミ ﾘｻｰﾁｻﾎﾟｰﾄ 研究部門 合計

1 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 1 1 3 5
2 ｱﾒﾘｶ 21 3 30 54
3 ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 2 2
4 ｲｷﾞﾘｽ 5 16 21
5 ｲｽﾗｴﾙ 1 1
6 ｲﾀﾘｱ 1 1 2 4
7 ｲﾝﾄﾞ 3 22 25
8 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1 1
9 ｳｸﾗｲﾅ 2 2
10 ｴｼﾞﾌﾟﾄ 2 2
11 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 3 4 7
12 ｵｰｽﾄﾘｱ 1 1
13 ｶﾅﾀﾞ 1 1 2
14 ｷﾌﾟﾛｽ 1 1
15 ｷﾞﾘｼｬ 2 2
16 ｺｽﾀﾘｶ 1 1
17 ｺﾛﾝﾋﾞｱ 1 1
18 ｻﾞﾝﾋﾞｱ 1 1
19 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1 1
20 ｽｲｽ 1 1
21 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 6 6
22 ｽﾍﾟｲﾝ 1 5 6
23 ｽﾘﾗﾝｶ 1 1 2
24 ﾀｲ 2 2
25 ﾁｪｺ 2 2
26 ﾄﾞｲﾂ 10 10
27 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 2 3 5
28 ﾈﾊﾟｰﾙ 1 1
29 ﾊﾟｷｽﾀﾝ 1 1
30 ﾊﾟﾚｽﾁﾅ 1 1 2
31 ﾊﾝｶﾞﾘｰ 1 1
32 ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 1 1 2
33 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 1 1
34 ﾌﾗﾝｽ 2 1 11 14
35 ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ 1 2 3
36 ﾍﾞﾄﾅﾑ 3 3
37 ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ 1 1
38 ﾍﾞﾗﾙｰｼ 1 1
39 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 2 2
40 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 1 1
41 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 1 1
42 ﾒｷｼｺ 1 6 7
43 ﾘﾄｱﾆｱ 2 2
44 ﾙｰﾏﾆｱ 2 2
45 ﾛｼｱ 12 12
46 韓国 5 5
47 香港 3 3
48 台湾 5 5
49 中国 1 15 16
50 日本 182 47 196 425
51 （未登録） 2 2

合計 232 56 393 681

*研究科長は教員と重複する
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【実施計画】

新規
New

実施日
Date

研修項目 Item of Training/Course
対象人数

Target
Audience

登録者数
Registrations

出席者数
Participants

新規
New

実施日
Date

研修項目 Item of Training/Course
対象人数

Target
Audience

登録者数
Registrations

出席者数
Participants

4/10 新入職員研修 (New Graduate Training) 6 6 6 ○ 8/22 ロジカルライティングセミナー (Logical Writing) 50 31 22

9/2 新入職員研修Ⅱ(New Graduate Training II) 4 4 4 ○ 8/25 ビジネス文書 (Business Writing) 25 25 21

○ 6/20 接遇マナー研修 (Customer Manner Training) 15 14 12 ○ 9/5
わかりやすい図解資料の作り方 (Making Easy to
Understand Documents)

25 17 11

○ 6/25 接遇マナー研修 (Customer Manner Training II) 15 14 11 9/19
Sexual Harassment Prevention Training (セクハラ研修･
学生向け)

43 43 39

7/7
7つの習慣（日本語講演会）7 Habits of Highly Effective
People/Introduction Session

100 85 75 ○
健康診断の見方 (Understanding Health Checkup
Documents)

10 10 8

7/7 7 habits (seminar) 7つの習慣（英語講習会） 50 38 26 ○ エクササイズ (Exercise for Health) 10 11 5

○ 6/24 Microsoft Training （PC Beginner）（初心者向け） 10 3 3 ○
最適な栄養バランスを考える (Thinking about the Best
Nutrition Balance)

10 10 8

6/26 Microsoft Training （Word）基礎 10 2 2 ○ ウォーキング (Walking for Health) 10 7 4

7/10 Microsoft Training （Word）応用 25 18 13 ○ 10/20 マニュアル作成研修 (Making Manuals) 25 19 14

8/13 Microsoft Training （Word）実務 20 16 13 10/21
新人フォローアップ研修 (Follow up Manner Training for
New Grads)

10 10

7/25 Microsoft Training （Excel）基礎 (Basic) 10 10 7 ○ 12/12 Write Perfect Emails (完璧な英文メール) 40 40 39

7月～8月 7つの習慣　(7 Habits of Highly Effective People) 6 16 11 1/30 Scientific Writing Seminar (科学論文の書き方) 100 89 66

9/11 25 25 21 2/17 確定申告セミナー (Japanese Income Tax Filing Seminar) 50 9 6

9/25 25 25 19 2/17 Japanese Income Tax Filing Seminar (確定申告セミナー) 50 10 9

10/24 Microsoft Training （Excel）実務 (Advanced) 15 18 12 2/20
Write Perfect English (The 2nd Session) (完璧な英文
メール)

45 41 39

11/21 Microsoft Training （Excel）実習 (Practical Application) 20 6 6 5/21 6 6 6

7/18 Microsoft Training （PowerPoint）基礎 (Basic) 15 7 6 7/16 6 6 6

8/27 Microsoft Training （Power Point）応用 (Intermediate) 20 10 5 8/20 6 3 3

9/10 Microsoft Training （Power Point）実習 (Advanced) 20 1 1 9/17 6 4 3

7/17 Microsoft Training（Access）初級 (Fundamentals) 20 15 11 11/19 6 4 3

7/29 Microsoft Training（Access）基礎 (Basic) 20 18 14 1/21 6 5 3

10/10 3 6/4 6 6 4

10/29 3 8/6 6 6 6

11/14 Microsoft Training（Access）実務 (Advanced) 20 6 4 10/1 6 3 2

11/28 Microsoft Training（Access）実習 (Practical Application) 20 7 7 12/3 6 5 3

12/10 20 6 6 2/4 6 5 5

12/24 20 7 6 3/18 Care Plus Course (ケアプラスコース) 6 6 6

○ 8/21
ロジカルコミュニケーションセミナー (Logical
Communication Seminar)

50 27 17 6 合計 Total： 1,226 849 686

○ 8/21
Logical Communication Seminar (ロジカルコミュニケー
ションセミナー)

50 17 11 186

2014年度　職員研修 FY2014 Staff Training

10/17

11/7

ベーシックプラスコース (Basic Plus Life Saving Training)

Basic Plus Course (ベーシックプラスコース)

Microsoft Training （Excel）応用 (Intermediate)

Microsoft Training（Access）応用 (intermediate) 20 7

Microsoft Training（Access）実習B (Practical
Application)
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FY2014 に開催した研修・セミナー 

 

【研究安全】 

セミナー・会議・コース 開催数 参加者数 

一般オリエンテーション オンラインプログラム 45 

専門オリエンテーション オンラインプログラム 106 

安全に実験をするための基本的な考え方と基礎知識 オンラインプログラム 54 

化学物質 オンラインプログラム 24 

廃棄物 オンラインプログラム 58 

バイオセーフティ オンラインプログラム 30 

安全保障輸出管理 オンラインプログラム 52 

レーザー安全 オンラインプログラム 48 

人対象研究 オンラインプログラム 4 

研究安全全般に係るアップデートセッション オンラインプログラム 136 

血液感染性病原体 オンラインプログラム 7 

責任ある研究行為 オンラインプログラム 6 

 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

安全講習会 取引業者等 194 

人対象審査研修 人対象研究審査委員会委員 9 

安全保障輸出管理 全教職員 54 

放射線障害予防に係る法定教育訓練 放射線業務従事者 39 

「生物の多様性に関する条約の遺伝資源の取得の機会及びその利用から生ずる

利益の公正かつ衡平な配分に関する名古屋議定書」に係るセミナー 
関連専門職員 5 



添付資料#2.4-3 

2 

 

労災保険セミナー 全教職員 89 

緊急連絡手順に関する説明会 OBM職員 13 

防災センター職員向け安全講習会 OBM職員 7 

 

 

【DNA シーケンシング】 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

リアルタイム PCR システム StepOne Plus の取り扱い説明会 研究者 6 

自動 DNA断片ゲル抽出装置 Blue Pippin の取り扱い説明会 研究者 8 

パーソナル次世代シーケンサーMiSeq の取り扱い個別トレーニング 研究者 2 

 

 

【サイエンティフックコンピューティングセクション】 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

MATLAB セミナー（マスワークスジャパン） 研究者、学生 13 

LabVIEW セミナー（ナショナルインスツルメンツ） 研究者、学生 8 

Mathematica セミナー（ウルフラムリサーチ） 研究者、学生 9 

Amira セミナー（FEI） アドミ、研究者、学生 15 

HPC and Scientific Computing at OIST (ベーシックトレーニング): part 1 研究者、学生 39 

HPC and Scientific Computing at OIST (ベーシックトレーニング): part 2 研究者、学生 30 

Web portal for HPC services (SysFeraDS) 研究者 12 
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【実験動物支援セクション】 

セミナー・会議・コース （開催回数） 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

動物実験開始前オリエンテーション(14) 研究者、学生、アドミニ  36 

実験動物施設入室前オリエンテーション (1) アドミ  2  

マウスの取り扱い・投与・採血・灌流トレーニング (6) 研究者、学生  4  

ラットの取り扱い・投与（7） 学生 1 

講演：動物福祉 研究者、学生、アドミ 38 

MRI 講習会（３） 研究者、学生 3 

MRI 操作トレーニング (33) 研究者、学生、アドミ 3 

セミナー：光音響イメージング 研究者、学生 8 

 

 

【生物研究支援】 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

タンパク質結晶用 UV顕微鏡 (Jan Scientific) 研究者、事務職員 ６ 

X 線 CT顕微鏡: Xradia 510 Versa (Zeiss) 研究者、事務職員 ５ 

質量分析計: Q exactive (Thermo) 研究者、事務職員 ７ 

分子量測定システム (Waters & Wyatt) 研究者、事務職員 ４ 

セルソーター: FACSAria III (Beckton Dickinson) 研究者、事務職員 ３ 

連続断面観察走査電子顕微鏡 (FEI) 研究者、事務職員 ８ 

粗大粒子用ソーター: BioSorter (Union Biometrica) 研究者、事務職員 ２ 

示差走査熱量計 (Malvern) 研究者、事務職員 ３ 

 



添付資料#2.4-3 

4 

 

【外部研究資金】 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

CREST/PRESTO説明会 研究者、事務職員 21            

科研費事務処理説明会 研究者、事務職員 45 

科研費概要説明会 研究者、事務職員 27 

科研費申請書書き方セミナー 研究者、事務職員 50 

MTA セミナー 研究者、事務職員 45 

 

 

【物理研究支援】 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

物理セミナー (2) 研究者 25 

技術セミナー／展示会 (3) 研究者 35 

電子ビームリソグラフィシステムトレーニング (2) 研究者  2 

原子間力顕微鏡ユーザートレーニング (3) 研究者 3 

真空オーブンユーザートレーニング (2) 研究者 2 

ワイヤーボンダー ユーザートレーニング(2) 研究者 2 

電子ビーム蒸着装置ユーザートレーニング (10) 研究者 10 

マスクレス紫外線リソグラフィシステムユーザートレーニング (6) 研究者 6 

ダイサーユーザートレーニング (2) 研究者 2 

プラズマクリーナーユーザートレーニング (2) 研究者 2 

４端子プローブシステムユーザートレーニング (2) 研究者 2 

３Ｄプリンターユーザートレーニング (15) 研究者 15 

ラマン分光計ユーザートレーニング (5) 研究者 5 
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 スパッタ―デポジションユーザートレーニング(4) 研究者 4 

誘導プラズマエッチング装置ユーザートレーニング (5) 研究者 5 

プローブステーションユーザートレーニング (2) 研究者 2 

走査電子顕微鏡ユーザートレーニング (14) 研究者 20 

エネルギー分散型Ｘ線分光器ユーザートレーニング (1) 研究者 2 

Ｘ線回折装置ユーザートレーニング (5) 研究者 11 

 Ｘ線光電子分光装置ユーザートレーニング (5) 研究者 14 

集光イオンビーム―電子顕微鏡ユーザートレーニング (2) 研究者 17 

蛍光Ｘ線分析ユーザートレーニング (1) 研究者 1 

物理測定装置ユーザートレーニング (2) 研究者 12 

環境型透過電子顕微鏡ユーザートレーニング (2) 研究者 3 

機械加工ユーザートレーニング (5) 研究者 9 

 

 

【海洋研究支援】 

セミナー・会議・コース 対象者（記入例：アドミ、研究者、業者等） 参加者数 

海洋安全トレーニング１ 研究者、事務職員 33 

海洋安全トレーニング２ 研究者、事務職員 14 

海洋安全トレーニング３ 研究者、事務職員 8 
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外部資金獲得状況/External Funding 

新分類

New categories

旧分類

Old categories

金額 件数 金額 件数

科研費

Kakenhi 165,266,341 54 科研費/Kakenhi 165,266,341 54

受託研究等（学術系）

Academic grants 104,967,000 5 受託研究/Sponsored Research 175,703,490 12

受託研究等（産学連携系）

Industry related grants 69,994,690 10 その他補助金/Other Subsidy 10,027,200 3

その他国内助成金

Other domestic grants 22,635,500 11 共同研究/Joint Research 3,900,000 3

海外助成金等

Overseas grants 27,166,059 3 民間・財団等/Private or Foundations etc. 35,132,559 11
寄附金

Donation 1,065,960 6 寄附金/Donation 1,065,960 6

合計/Total 391,095,550 合計/Total 391,095,550

H26(2014) H26(2014)
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外部資金獲得状況/External Funding 

金額 金額 金額 金額 金額 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数

科研費/Kakenhi 3,800,000 10,293,000 17,225,000 58,923,142 68,281,464 160,041,305 26 185,570,000 30 168,017,777 40 165,266,341 54

受託研究/Sponsored Research 0 0 0 16,200,000 42,751,000 110,261,800 11 151,397,660 14 133,566,955 13 175,703,490 12

その他補助金/Other Subsidy 0 0 0 0 0 0 0 19,120,000 2 39,161,300 3 10,027,200 3

共同研究/Joint Research 0 28,500,000 8,268,750 8,357,625 8,000,000 6,500,000 1 9,781,000 2 8,190,000 3 3,900,000 3

民間・財団等/Private or Foundations etc. 0 0 0 162,000 0 23,969,000 3 19,720,574 3 35,811,969 10 35,132,559 11

寄附金/Donation 0 0 0 0 0 10,822,000 6 14,793,155 11 8,353,825 12 1,065,960 6

合計/Total 3,800,000 38,793,000 25,493,750 83,642,767 119,032,464 311,594,105 400,382,389 393,101,826 391,095,550

H23(2011) H24(2012) H25(2013) H26(2014)H18(2006) H19(2007) H20(2008) H21(2009) H22(2010)
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民間・財団等/Private or 
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unit: 




